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印刷所 ソノダ印刷株式会社 
購読料 1年間 5,000円（〒共） 
（※本紙の購読料は会費に含まれます） 今月の会員数／1015人（医科731人・歯科284人） 

主な記事 

理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

│
医
科
新
規
開
業
医
懇
談
会

│ 

保
険
指
導
対
策
を
詳
し
く
解
説 

開
業
医
の
夢
と
現
実
に
つ
い
て
も
交
流 

石川県保険医協会第34回定期総会 
と　　き 2008年2月16日（土）午後3時半 
と こ ろ 金沢都ホテル　5階加賀の間、蓬莱の間 

運営次第 
　15：30～17：30 特別講演「もっと知ろう憲法のこと」 
  　 法学館「伊藤塾」塾長　伊藤　真さん 
　18：00～19：00 総会議事 
  特別表彰（創立4年目の入会者：27人） 

法学館「伊藤塾」塾長　法学館憲法研究所所長 

講師  伊藤　真 さん 

市民公開・憲法講演会 
 もっと知ろう憲法のこと もっと知ろう憲法のこと もっと知ろう憲法のこと 

と　き 2008年2月16日（土）午後3時半 
ところ 金沢都ホテル　5階加賀の間 

今回は、司法試験塾のカリスマ塾長としてもおなじみの伊藤

真さんを講師にお迎えし、「もっと知ろう憲法のこと」と題した

市民公開・憲法講演会を開催します。わかりやすく、問題の核心

をお話いただくことで、多くの方に改めて憲法について学ぶ機

会を与えてくださることでしょう。ぜひお気軽にご参加ください。 

主　催　九条の会・石川医療者の会／石川県保険医協会 
連絡先　石川県保険医協会　電話076－222－5373

（伊藤真著『憲法の力』より） 

憲法は主権者である国民のものです。 
その憲法の力が政治家によって弱められ、ないがしろにされ
ている。 
そうした非常事態なのに、国民がこんなに平静でいられるの
はなぜでしょうか。 
私は「みんなで憲法の話をしてこなかったからだ」と考えて
います。 

◆講師プロフィール◆ 
1958年生まれ。東京大学在学中に司法試験に合格。95年に「伊藤真の司法
試験塾」を開設。現在は塾長として「市民のために働く法律家の育成」を指導
理念に親身な講義と高い合格率で「カリスマ塾長」として人気を博す。憲法の
理念を多くの人に伝えたいと、各地の自治体・企業・市民団体などで研修・講演
を精力的に行っている。著書に『高校生からわかる日本国憲法の論点』『夢を
かなえる勉強法』『会社コンプライアンス』『憲法の力』など多数。 

十
一
月
十
七
日
（
土
）
金
沢

都
ホ
テ
ル
に
て
、
保
険
医
協
会

の
隔
年
行
事
で
あ
る
新
規
開
業

医
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
こ
こ
二
年
以
内
に

開
業
さ
れ
た
医
療
機
関
か
ら

十
四
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。冒

頭
、
井
沢
宏
夫
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
審
査
・
指
導

に
対
し
て
保
険
医
の
人
権
を
守

る
こ
と
が
保
険
医
協
会
設
立
の

端
緒
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
話
題
提
供
に
移
り
、

ま
ず
西
田
直
巳
副
会
長
か
ら
保

険
指
導
対
策
に
つ
い
て
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
個
別
指
導
に

お
け
る
実
際
の
指
摘
事
項
の
紹

介
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て

の
カ
ル
テ
記
載
の
要
領
が
演
者

自
身
の
貴
重
な
体
験
も
含
め
て

具
体
的
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
石
川
県
の
個
別
指
導

は
、
今
ま
で
は
高
点
数
連
動
の

医
療
機
関
が
選
定
さ
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
昨
年

度
は
退
職
職
員
か
ら
の
情
報
提

供
に
よ
っ
て
個
別
指
導
と
な
っ

た
事
例
が
あ
り
、
要
注
意
で
あ

る
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
小
松
市
の
久
乗
労
務

管
理
事
務
所
の
久
乗
政
勝
所
長

よ
り
、
労
務
管
理
関
連
の
解
説

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職

員
採
用
時
の
面
接
で
の
質
問
事

項
、
労
働
契
約
締
結
時
の
注
意

点
、
残
業
を
さ
せ
る
際
の
留
意

点
な
ど
に
つ
き
、
具
体
的
か
つ

詳
細
で
理
解
し
や
す
い
内
容

で
、
大
い
に
啓
発
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
野
々
市
町
の
は
し
も

と
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
橋
本
憲

三
院
長
か
ら
、
新
規
開
業
の
実

体
験
に
関
す
る
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た

医
療
を
実
践
し
た
い
と
い
う
開

業
に
か
け
る
夢
と
日
々
の
現
実

的
な
ご
苦
労
が
語
ら
れ
ま
し
た

が
、
フ
ロ
ア
で
も
う
な
ず
き
な

が
ら
聞
き
入
る
姿
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
移
り

ま
し
た
が
、
質
問
は
労
務
管
理

に
関
す
る
こ
と
に
集
中
し
、
こ

の
問
題
の
難
し
さ
と
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
久

乗
氏
か
ら
は
職
員
の
評
価
方

法
、
退
職
時
の
注
意
点
な
ど
、

さ
ら
に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

昨
今
は
労
働
者
の
権
利
意
識
も

高
く
労
働
関
係
法
に
も
精
通
し

て
い
る
場
合
も
多
い
た
め
、
雇

用
側
も
十
分
な
知
識
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
時
間
を
超
え
て
し
ま
う

ほ
ど
の
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

今
回
も
盛
会
の
う
ち
に
会
を
閉

じ
ま
し
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
事
件
の
家
族
会
代

表
の
横
田
さ
ん
が
、

代
表
の
座
を
降
り
ら

れ
た
。
新
代
表
は
、

同
じ
く
家
族
会
副
代

表
で
あ
っ
た
飯
塚
氏
に
決
ま
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

横
田
さ
ん
は
、
十
年
間
に
わ

た
っ
て
家
族
会
代
表
を
務
め
ら

れ
、
娘
さ
ん
の
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
を
拉
致
さ
れ
て
早
や
三
十
年

の
歳
月
が
た
と
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
間
、
小
泉
元
首
相
が

行
っ
た
対
北
交
渉
に
よ
り
拉
致

被
害
者
五
人
の
帰
国
が
実
現
し

た
が
、
残
さ
れ
た
数
十
人
と
も

言
わ
れ
る
拉
致
被
害
者
の
帰
国

は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

福
田
首
相
が
、
自
分
の
任
期

中
に
自
分
の
手
で
解
決
し
た
い

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る

が
、
相
手
が
鉄
面
皮
の
北
朝
鮮

で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
覚
悟

で
臨
ま
な
い
と
進
展
は
期
待
で

き
ま
い
。

横
田
夫
妻
も
七
十
歳
代
半

ば
、
そ
し
て
新
代
表
の
飯
塚
さ

ん
も
六
十
九
歳
で
、
家
族
会
の

他
の
メ
ン
バ
ー
も
老
齢
に
達

し
、
残
さ
れ
た
時
間
は
限
ら
れ

て
い
る
。

今
後
、
北
朝
鮮
の
核
無
力
化

と
引
き
換
え
に
、
米
国
の
テ
ロ

国
家
指
定
の
解
除
が
実
現
し
た

あ
か
つ
き
に
は
、
拉
致
問
題
も

片
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
懸
念
が

強
い
。
北
の
金
正
日
書
記
が
日

朝
平
壌
宣
言
で
約
束
し
た
事
項

を
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
見

届
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
政
府
は
、
米
国
一
辺
倒

の
従
来
の
姿
勢
を
改
め
て
、
国

連
決
議
を
て
こ
に
周
辺
各
国
と

共
同
歩
調
を
と
り
、
断
固
と
し

た
姿
勢
で
対
北
交
渉
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

2年以内に開業された14人が出席して開かれた新規開業医懇談会



石 川 保 険 医 新 聞 2007年12月15日（毎月15日発行）（2）第428号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

特定健診・特定保健指導に関して

新年号に「どうなる特定健診・特定保健指導」
をテーマに座談会記事を掲載。（1月） 

文化活動に多くの参加

ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007
（1月13日）、第2回酒蔵見学会「車多酒造」を
開催し、多くの参加があった。（2月4日） 

「認知症と人権」について学ぶ

医師とコ・メディカルのための講演会として、「認
知症と人権」をテーマに開催。（6月12日） 

九条の会・石川医療者の会発足

「九条の会・石川医療者の会」が5月3日に発足し、
協力した。写真は第5回憲法講演会講師の勝尾金弥氏 

歯科が多彩な活動

歯科で、「医療法改定検討会」を開催した。（5月24日）
また、「インプラント講演会」「ノンクラスプデンチャー」
「食育講演会」「さわやか接遇講座」などの開催や、「保険
で良い歯科医療を求める請願署名」「緊急講演会～高齢者医
療と2008年診療報酬改定に向けた動き～」など、多彩な活
動を行った。写真は第2回食育講演会 

映画『シッコ』の推薦

映画『シッコ』を推薦し、抽選で100人の会員
に招待券を贈った。（9月） 

3月25日に起きた能登半島地震で、被災した会
員への支援活動を行った。8月号に「医師の見た能
登半島地震」をテーマに座談会記事を掲載。 

在宅医療講演会を開催

在宅医療講演会「高齢者の住まいと医療を考える」
を開催した。（9月9日） 

『福祉マップ』の改訂第7版を発行

「新規開業医懇談会」を開催

「新規開業医懇談会」を開催し、新規開業医の
経営と権利を守るためのアドバイスを行った。（11
月17日） 

能登半島地震被災会員を支援

『福祉マップ』改訂第7
版を発行し、『福祉マッ
プ』フォーラムを開催し
た。（11月10日） 

2007年 2007年 

石
川
県
保
険
医
協
会

大
ニ
ュ
ー
ス
 

大
ニ
ュ
ー
ス
 

大
ニ
ュ
ー
ス
 

十
 
十
 重 
重
 

じ
ゅ
う
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歯科部　宮田　英利（金沢市・歯科） 

若手医師・歯科医師のつどい in長野 

長野県はどうして医療費が少ないのかを探る 

『報復』ではなく『対話と理性』による平和運動を 医療崩壊を防ぐため、医師増加が急務 

国　際 
ポテト年 
国　際 
ポテト年 

国連総会は 2008 年を

国 際 ポ テ ト 年 （ T h e  

International Year of 

the Potato）とする宣言

を2005年 12月に採択し

ました。食糧安全

保障や貧困根絶を

進めるうえでポテ

ト（ジャガイモ）

が果たす役割につ

いて、国際的に認識を高

めようというものです。

国連ミレニアム開発目標

で 2015 年までに半減さ

せるとした飢餓人口は増

え続け、2006 年で 8 億

2000万人に上ります。 

ジャガイモの作付は世

界中に広がっており、

2 0 0 6 年は世界で 3 億

1500 万トンが収穫され

ました。その半分以上が

開発途上国産です。他の

主要作物に比べ、狭い土

地、厳しい気候で

も育ち、栄養的に

もたんぱく質がイ

モ類の中で最も多

く、ビタミンＣが

豊富です。そのため開発

途上国の栄養不足や飢餓

の解消に役立つ食品とし

て期待されています。折

りしも 2006 年秋以来、

穀物の国際価格が高騰。

ジャガイモに対する関心

は高まるものと思われま

す。 

十
一
月
三
日
・
四
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
「
二
〇

〇
七
年
若
手
医
師
・
歯
科
医
師

の
つ
ど
い
in
長
野
」
の
二
日
目

に
行
わ
れ
た
第
三
部
に
参
加
し

た
。
最
初
に
『
長
野
県
は
ど
う

し
て
医
療
費
が
少
な
い
の
か　

｜

そ
の
実
態
を
探
る

｜

』
の
題

目
で
、
矢
嶋
嶺
氏
（
長
野
協
会

顧
問
、
元
副
会
長
、
矢
嶋
診
療

所
所
長
）
と
小
林
澄
子
氏
（
長

野
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
保
健
師
）
両
名
の
講
演
が
あ

っ
た
。

保
健
師
の
小
林
澄
子
さ
ん
か

ら
は
、「
長
野
県
の
市
町
村
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
事
業
の
展

開
」
の
演
題
で
長
野
県
の
保
健

健
康
活
動
に
つ
い
て
講
演
が
あ

っ
た
。

長
野
県
は
健
康
長
寿
・
金
メ

ダ
ル
の
県
と
し
て
有
名
で
あ

り
、
平
均
寿
命
は
男
性
一
位
、

女
性
は
四
位
で
あ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
決
定
的
な
理
由
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
地
域
の
保

健
指
導
（
保
健
補
導
員
等
）
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
者

就
業
率
第
一
位
、
自
然
環
境
の

良
さ
、
病
気
の
予
防
対
策
の
充

実
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
た
。
高
齢

に
な
っ
て
も
体
を
動
か
し
農
業

な
ど
へ
の
就
業
率
が
高
く
、
水

が
き
れ
い
で
自
然
環
境
が
良
い

の
も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

長
野
県
の
保
健
補
導
員（
等
）

制
度
は
、
昭
和
十
年
代
後
半
か

ら
の
結
核
、
赤
痢
な
ど
の
伝
染

病
や
、
乳
幼
児
死
亡
が
多
い
戦

時
中
の
劣
悪
な
衛
生
環
境
の
中

で
昭
和
二
十
年
に
生
ま
れ
、
自

分
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

自
主
的
な
学
習
の
場
を
作
り
、

保
健
活
動
を
始
め
た
も
の
で
あ

る
（
名
称
は
大
半
が
保
健
補
導

員
を
使
用
し
て
お
り
、
名
称
は

違
え
ど
も
活
動
内
容
は
同
じ
と

い
う
こ
と
で
文
中
で
は
「
等
」

と
つ
け
足
し
て
い
る
）。

昭
和
四
十
年
代
か
ら
そ
の
活

動
は
活
発
に
な
り
、
昭
和

四
十
六
年
に
長
野
県
国
保
地
域

医
療
推
進
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
組
織
化
が
促
進
さ
れ
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
現
在

で
は
一
村
を
除
き
長
野
県
市
町

村
に
は
必
ず
保
健
補
導
員
等
が

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
保

健
補
導
員
等
は
地
域
の
健
康
管

理
の
担
い
手
と
協
力
者
と
い
う

立
場
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無

報
酬
）
で
の
組
織
活
動
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
任
期
は
基
本

的
に
二
年
で
、「
自
分
た
ち
の

健
康
は
自
分
た
ち
で
守
り
ま
し

ょ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
家
族
そ
し
て
地

域
に
広
め
、
健
康
づ
く
り
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、「
地
域

ぐ
る
み
の
健
康
で
明
る
い
社

会
」
を
目
指
す
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
代
か

ら
あ
る
こ
の
保
健
補
導
員
等
制

度
が
、
現
在
の
健
康
長
寿
・
金

メ
ダ
ル
長
野
県
の
一
つ
の
力
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

示
唆
さ
れ
た
。

ま
た
、
長
野
県
で
は
医
療
中

断
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
行

政
を
通
じ
て
医
療
中
断
者
本
人

に
連
絡
す
る
な
ど
、
保
健
と
医

療
の
連
携
も
多
く
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

矢
嶋
嶺
先
生
は
「
長
野
県
は

日
本
一
の
低
医
療
費
県
で
あ

り
、
長
寿
県
で
も
あ
る
｜
そ
の

実
態
を
探
る
｜
」
の
演
題
で
講

演
さ
れ
た
。

以
下
、
長
野
県
の
医
療
機
能

（
病
床
数
、
医
師
数
）
や
医
療

費
を
他
県
と
比
較
（
二
〇
〇
〇

年
の
統
計
）
す
る
。

【
都
道
府
県
一
人
当
た
り
診

療
費
】

全
国
平
均
約
八
十
一
万

円
、
一
位
福
岡
約
百
一
万
円
、

長
野
約
六
十
七
万
円
（
全
国
最

下
位
）。

【
入
院
外
診
療
費
】

全
国
平
均
約
三
十
八
万
円
、

長
野
は
約
三
十
三
万
円

（
四
十
五
位
）
で
一
位
の
広
島

（
約
四
十
五
万
円
）
よ
り
も
お

よ
そ
十
二
万
円
低
い
。

【
老
人
十
万
人
あ
た
り
の
病

床
数
】

全
国
平
均
約
十
二
万
床
、
一

位
沖
縄
は
約
十
七
万
床
で
、
長

野
は
最
下
位
の
約
〇
・
七
九
万

床
。【

平
均
在
院
日
数
】

全
国
平
均
三
十
五
・
七

日
、
一
位
高
知
は
五
百
五
十
四

日
で
長
野
は
最
下
位
の

二
十
七
・
三
日
。

【
老
人
十
万
人
当
た
り
の
医

師
数
】

全
国
平
均
約
二
百
一
人
、
一

位
東
京
約
二
百
六
十
四
人
で
、

長
野
は
全
国
三
十
五
位
の
約

百
八
十
二
人
。

【
在
宅
医
療
実
施
率
（
往
診
、

訪
問
診
療
）】

全
国
中
位
で
あ
り
、
意
外
に

も
往
診
、
訪
問
診
療
は
決
し
て

多
く
な
い
。

数
値
で
示
さ
れ
た
よ
う

に
、
一
人
当
た
り
の
診
療
費
は

福
岡
の
約
六
割
に
過
ぎ
ず
、
入

院
病
床
は
圧
倒
的
に
少
な
く
入

院
需
要
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
抑

制
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

医
師
も
少
な
く
、
十
万
人
比
だ

と
東
京
の
六
割
し
か
い
な
い
の

は
驚
き
で
あ
り
、
医
療
崩
壊
が

進
む
懸
念
が
あ
る
と
い
う
指
摘

が
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
長
野
県

は
、
低
医
療
費
を
生
み
出
す
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
、
全
国
水
準
の

医
療
が
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る

証
拠
は
無
く
、
病
床
数
の
少
な

さ
は
県
民
の
入
院
治
療
の
機
会

を
奪
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。ま

た
、
昭
和
四
十
年
代
に
県

の
政
策
で
私
的
医
療
機
関
の
病

床
を
制
限
し
た
事
実
が
現
在
も

尾
を
引
き
、
そ
れ
が
低
医
療
費

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
示
さ

れ
た
。

最
も
恐
れ
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
「
長
野
県
の
低
医
療
費
」
が

来
年
か
ら
始
ま
る
「
特
定
健

診
」「
特
定
保
健
指
導
」
に
悪

用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
過
去

の
背
景
や
県
の
政
策
を
鑑
み
る

こ
と
な
く
、
全
国
の
目
標
に
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
は
医
療
の
崩
壊

を
招
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い

と
指
摘
さ
れ
た
。

長
野
県
の
低
医
療
費
は
医
療

機
能
の
低
さ
に
ほ
か
な
ら
な
い

が
、
保
健
師
数
は
全
国
四
位
と

多
く
、
保
健
補
導
員
等
制
度
と

い
う
独
特
の
活
動
が
あ
り
、
自

治
体
立
の
国
保
直
診
医
師
・
厚

生
連
病
院
の
医
師
の
住
民
活
動

が
活
発
で
、
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ

フ
と
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ

る
情
報
量
は
全
国
一
と
推
察
さ

れ
、
こ
の
情
報
が
寿
命
を
延
ば

し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
と

も
示
さ
れ
た
。

最
後
に
、
医
療
機
能
が
低
い

長
野
県
か
ら
「
医
療
の
崩
壊
」

を
救
い
、
住
民
と
生
活
を
共
に

し
て
地
域
で
働
こ
う
と
す
る
情

熱
の
あ
る
若
い
医
師
を
長
野
県

民
は
必
要
と
し
て
い
る
と
締
め

く
く
ら
れ
た
。

こ
こ
数
年
来
、
厚
生

労
働
省
に
よ
っ
て
「
医

療
費
の
適
正
化
」
の
名

の
も
と
に
、
診
療
報
酬

の
削
減
が
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
来
年
四
月

の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
路
線
は
変
わ
り
そ
う
に
な

い
。先

日
、
厚
労
省
保
険
局
総
務
医
療

費
適
正
化
対
策
推
進
室
の
大
村
良
平

氏
の
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た

が
、
得
々
と
し
て
医
療
費
を
抑
制
す

る
こ
と
、
健
診
の
主
体
を
企
業
側
に

す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
た
。

し
か
し
、
真
の
医
療
費
適
正
化
と

は
、
財
務
省
や
企
業
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
、
た
だ
診
療
報
酬
を
削
減
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

実
際
に
現
場
で
診
療
を
担
当
し
て
い

る
医
師
の
意
見
を
聞
い
て
、
医
療
の

質
を
落
と
さ
せ
な
い
よ
う
な
診
療
報

酬
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

現
在
の
診
療
報
酬
に
は
多
く
の
矛

盾
点
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
同
一

の
医
療
機
関
で
患
者
さ
ん
が
複
数
の

診
療
科
を
受
診
し
た
際
の
診
察
料
の

算
定
方
法
が
あ
る
。
前
回
の
改
定

で
、
初
診
料
に
関
し
て
は
二
番
目
に

受
診
し
た
診
療
科
に
お
い
て
初
診
料

の
二
分
の
一
を
算
定
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
三
番
目
に
受
診

し
た
診
療
科
か
ら
初
診
料
は
算
定
で

き
ず
、
再
診
料
に
お
い
て
は
、
最
初

に
受
診
し
た
診
療
科
で
し
か
算
定
で

き
な
い
。
診
療
科
が
異
な
る
と
、
医

師
の
診
察
す
る
労
力
も
当
然
異
な
る

わ
け
で
、
最
初
と
二
番
目
以
降
を
差

別
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
お
か
し

な
話
で
あ
る
。

ま
た
、
来
年
四
月
の
改
定
で
、

鼻
、
耳
、
眼
、
百
平
方
セ
ン
チ
未
満

の
皮
膚
な
ど
に
対
す
る
処
置
点
数
が

な
く
な
り
、
診
察
料
に
包
括
化
さ
れ

る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
そ
の
理
由

は
こ
れ
ら
の
処
置
は
患
者
さ
ん
が
自

分
で
も
で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
も
の

だ
か
ら
だ
と
言
う
。
確
か
に
処
置
の

中
に
は
自
分
で
で
き
る
も
の
も
あ

る
。
し
か
し
、
暴
れ
る
子
ど
も
を
看

護
師
さ
ん
が
押
さ
え
つ
け
て
大
変
な

思
い
を
し
て
処
置
す
る
こ
と
も
あ
る

し
、
薬
品
が
目
に
入
っ
た
時
、
上
眼

瞼
を
反
転
さ
せ
て
大
量
の
生
理
食
塩

水
で
丁
寧
に
洗
眼
す
る
な
ど
、
患
者

さ
ん
だ
け
で
は
で
き
な
い
処
置
も
多

く
あ
る
。
す
べ
て
を
診
察
料
に
含
め

た
の
で
は
、
医
師
や
看
護
師
の
技
術

や
労
力
が
ま
っ
た
く
報
わ
れ
な
い
の

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
保
険
医
協
会
は
、
こ
の

よ
う
な
診
療
報
酬
体
系
の
矛
盾
点
を

改
善
す
る
べ
く
、
真
の
医
療
費
適
正

化
を
粘
り
強
く
要
求
し
て
い
き
た

い
。

医
療
の
質
を
保
つ
た
め
 

診
療
報
酬
の
改
善
を
 

医
療
の
質
を
保
つ
た
め
 

診
療
報
酬
の
改
善
を
 

真
の
医
療
費
適
正
化
と
は
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二
〇
〇
七
年
審
査
、指
導
・
監
査
対
策
担
当
者
会
議 

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
歯
科
医
自
殺
な
ど
、 

　
　
　
幅
広
い
問
題
で
活
発
な
議
論
が 

副
会
長
　
西
田
　
直
巳（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

年
末
・
年
始 

休
務
の
ご
案
内 

次
の
期
間
、
事
務
局
を
休
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

十
二
月
二
十
九
日（
土
）か
ら
一
月
六
日（
日
）ま
で 
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『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は 

でお知らせください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や追加が必要
な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

FAX  ０７６（２３１）５１５６　E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合に会員医療
機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通してコメ
ントを掲載しています。
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の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。

3
四
桂
、
同
歩
、
1
一
角
、
1
二
玉
、

2
三
歩
成
、
同
玉
、
3
三
馬
、
同
桂
、

2
一
飛
、
1
三
玉
、
2
二
飛
成
ま
で
十

一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
す
ぐ
に
1
一
角
は
1
二
玉
と

さ
れ
、
2
二
飛
は
1
一
玉
で
、
2
三
歩

成
は
同
玉
で
い
ず
れ
も
詰
み
ま
せ
ん
。 

3
四
桂
と
捨
て
る
の
が
急
所
の
一
手
で
、

1
二
玉
な
ら
2
三
角
、
1
三
玉
、
1
二

飛
以
下
の
早
詰
み
に
。
3
四
同
歩
に
1

一
角
で
追
い
、
2
三
歩
成
か
ら
3
三
馬

が
決
め
手
に
な
り
ま
す
。
桂
を
移
動
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
2
一
飛
が
実
現
し

解
決
。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

十
一
月
十
八
日
、
東
京
・
虎

ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
審
査
、
指
導
・
監
査
対

策
担
当
者
会
議
は
、
東
京
歯
科

協
会
会
員
の
指
導
後
自
殺
事
件

と
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

義
務
化
問
題
に
つ
い
て
の
基
調

報
告
で
始
ま
っ
た
。

基
調
報
告
の
後
、
レ
セ
プ
ト

の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
に

対
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
保
団

連
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で

岡
田
正
則
早
稲
田
大
学
教
授
の

講
演
と
、
そ
れ
に
関
し
て
の
質

疑
応
答
が
あ
っ
た
。

講
演
内
容
は
、
現
実
的
な
闘

争
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
中
心
に
据
え

た
も
の
で
あ
っ
た
。
問
題
の
要

点
と
し
て
、「
何
の
た
め
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
な
の
か
、
誰
の
た

め
に
な
る
か
」
を
明
ら
か
に

し
、
人
権
の
問
題
と
し
て
、
進

め
て
い
く
べ
き
だ
、
と
し
た
。

法
的
な
検
討
点
と
し
て
、
①

省
令
改
正
で
行
う
の
は
行
政
立

法
の
原
則
に
反
す
る
の
か
と
の

疑
問
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
の

従
来
の
判
断
は
、
事
務
処
理
の

問
題
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
行
の
書
類
申
請
が
権

利
ま
た
は
「
法
律
上
の
利
益
」

と
言
え
る
か
と
考
え
る
と
き
権

利
性
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
む
し
ろ
、
患
者
、
保
険

医
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
闘

う
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
移
行
期
間
が
四
年
間
と

い
う
の
も
あ
る
程
度
は
、
争
点

に
な
る
②
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
人

権
障
害
に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
の
流
出
の
可
能
性
と
そ
の
重

大
性
が
問
題
だ
が
、
実
際
に
流

出
事
案
が
発
生
し
な
い
と
裁
判

所
は
対
応
し
な
い
③
訴
訟
提
起

に
関
し
て
は
、
当
事
者
訴
訟
と

し
て
、
支
払
基
金
に
対
す
る
支

払
い
義
務
確
認
訴
訟
と
国
と
支

払
基
金
に
対
す
る
請
求
義
務
不

存
在
確
認
訴
訟
が
一
番
現
実
的

だ
が
、
保
団
連
が
代
理
訴
訟
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
実
際
問
題

と
し
て
、
集
団
訴
訟
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
の

三
つ
の
こ
と
を
検
討
点
と
し
て

挙
げ
た
。
し
か
し
、
検
討
点
と

し
て
挙
げ
た
だ
け
で
、
本
当
の

と
こ
ろ
ど
う
対
処
す
る
か
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

次
に
、
東
京
歯
科
協
会
会
員

の
指
導
に
よ
る
自
殺
事
件
に
つ

い
て
東
京
協
会
、
保
団
連
か
ら

こ
の
間
の
経
過
説
明
が
あ
り
、

全
体
討
論
が
行
わ
れ
た
。
各
協

会
出
席
者
か
ら
信
念
と
す
る
と

こ
ろ
を
述
べ
あ
う
会
議
と
な
っ

た
。
概
ね
述
べ
ん
と
す
る
と
こ

ろ
は
、「
指
導
医
療
官
の
資
質

の
問
題
だ
」、「
録
音
、
弁
護
士

帯
同
で
指
導
医
療
官
の
指
導
態

度
が
改
善
さ
れ
る
」「
十
四
年

前
の
富
山
で
の
反
省
が
生
か
さ

れ
な
い
と
こ
れ
か
ら
も
同
じ
よ

う
に
犠
牲
者
が
出
る
」「
保
険

医
の
人
権
が
守
ら
れ
る
よ
う
な

指
導
を
勝
ち
取
る
べ
き
だ
」
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

医
科
分
科
会
で
は
、
岐
阜
協

会
か
ら
弁
護
士
、
国
会
議
員
に

よ
る
厚
労
省
に
対
す
る
調
査
、

総
務
省
行
政
監
査
室
の
調
査
が

な
さ
れ
、
指
導
状
況
が
一
定
改

善
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

討
論
と
な
っ
た
が
、
討
論
内
容

は
、
全
体
会
の
東
京
歯
科
自
殺

事
件
に
引
き
続
い
て
の
様
相
と

な
り
、
ま
と
ま
り
が
つ
か
ず
に

終
了
し
た
。

石
川
県
の
こ
れ
ま
で
の
良
好

な
指
導
状
況
と
は
、
温
度
差
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
し
か

し
、
石
川
社
会
保
険
事
務
局
で

は
、
本
年
七
月
に
指
導
医
療
官

が
退
職
し
た
こ
と
か
ら
、
次
に

任
命
さ
れ
る
指
導
医
療
官
に
よ

っ
て
は
、
全
国
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
よ
う
な
厳
し
い
指
導
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

当
面
は
、
ど
ん
な
指
導
が
行
わ

れ
て
い
く
か
注
意
深
く
観
察
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

た
。

東京歯科保険医協会会員のＭ氏（57 歳）が、1 年にわたる長期間の指導を受け、

「中断」による重圧と恫喝により精神的に追い詰められた末、今年 9 月 17 日に自

らの命を絶った。

全国保険医団体連合会では、この事態を重く見て、10 月 28 日、東京・砂防会

館で「歯科保険医自殺事件緊急抗議集会」を開催、緊急抗議集会決議を採択した

ことは、先月号で伝えた通りである。

石川県保険医協会でも、厚生労働大臣、厚生労働省医療課長、東京社会保険事

務局長に対して抗議文を以下の通り送付したので報告する。

2007 年 11 月 9 日

厚生労働大臣　舛添　要一 殿

厚生労働省　医療課長　原　徳壽 殿

東京社会保険事務局　事務局長　石井　信芳 殿

石川県保険医協会

会長　井沢　宏夫

抗　議　文

東京の歯科保険医であるＭ氏が、9 月 17 日、監査直前に自ら命を絶つという痛ま

しい事件が起きた。

事件発生前にＭ氏から相談を受け、事件の経過を知る東京歯科保険医協会の報告

によれば、2006 年 4 月に行われた個別指導で、Ｍ氏は恫喝ともいえる言葉を医療指

導官から浴びせられた後、「指導大綱」に定めのない「中断」を宣告された。その

後何の連絡もないまま 2007 年 1 月まで、9 ヵ月間にわたる中断が続き、再開された

個別指導も 30 分で中止された。同年 3 月に「医療機関指導について」との連絡で

カルテを持参してから 6 ヵ月後、監査の通知を手にしたＭ氏は、その 4 日後に自殺

未遂、さらに 7 日後に自殺を図り、死亡した。

指導結果が明らかにされないまま長期にわたり指導が放置されたことで、Ｍ氏が

不安に陥り精神的に追い詰められていったことは、東京歯科保険医協会の報告より

明らかで、一連の指導・監査が自殺に関係していることは明白である。

不正な請求は許されるものではない。しかし、本来個別指導は「保険診療の取り

扱い、診療報酬の請求に関する事項について周知徹底させることを主眼とし、懇切

丁寧に行う」とされている（「指導大綱」の指導方針）。恫喝をするなどの人権無

視・行き過ぎた個別指導、そして指導内容を明確にしないまま「指導大綱」に定め

のない「中断」を行ったことなど、今回、東京社会保険事務局が行った個別指導は

断じて容認できない。

また、1993 年に富山県で開業医が個別指導後に自殺した事件の教訓が全く生かさ

れていないことは、遺憾である。

石川県保険医協会は、東京社会保険事務局に対し厳重に抗議するとともに、貴職

に対し、再発防止のために下記の措置を行うことを求める。

【記】

１、この事件の真相を究明すること

２、Ｍ氏を死に追いやったことに対し謝罪すること

３、この事件に関与した関係者に対し厳正な処分を行うこと

４、厚生労働省は、指導・監査のあり方を抜本的に改善すること

　　以上

行きすぎた指導・監査で歯科保険医が自殺 
保険医協会が猛省を求め、関係機関に抗議 
行きすぎた指導・監査で歯科保険医が自殺 
保険医協会が猛省を求め、関係機関に抗議 

囲 

解 
答 

碁 4

6

2
3
1

5
イ 

一 
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四 

五 

六 
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8 97654321

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
が
好
手
で
白
6
ま
で

コ
ウ
に
な
り
ま
す
。
黒
3
で
4
は
白

3
が
好
手
で
黒
イ
白
5
で
活
き
で
す
。

白
4
で
イ
は
黒
4
白
5
で
6
目
ナ
カ

デ
の
白
死
と
な
り
ま
す
。
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歯
周
病
と
糖
尿
病
な
ど 

各
地
で
研
究
が
進
む 

副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

保
団
連
研
究
部
会 

十
一
月
十
八
日
、
大
阪
保
険

医
協
会
に
て
、
二
〇
〇
七
年
度

第
三
回
保
団
連
研
究
部
会
が
開

か
れ
た
。
今
回
は
、
研
究
部
会

の
宣
伝
を
中
心
に
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

研
究
部
会
は
年
に
三
回
開
催

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
い
つ
も

東
京
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
一
回
は
大
阪
で
開
か
れ
て

い
る
。
場
所
も
大
阪
保
険
医
協

会
の
事
務
所
を
お
借
り
す
る
形

式
で
開
催
さ
れ
る
。

研
究
部
会
は
、
各
地
の
研
究

会
活
動
の
報
告
を
集
約
し
、
全

国
に
そ
の
情
報
を
逆
配
信
す
る

こ
と
で
、
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
主
た
る
役
割
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
通
常
の
単
発
的

講
演
会
開
催
の
報
告
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
神
奈
川
、
大
阪
、
兵

庫
協
会
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い

る
日
常
診
療
経
験
交
流
会
、
日

常
診
療
検
討
会
な
ど
を
、
そ
の

ほ
か
の
協
会
で
開
催
す
る
参
考

と
な
る
よ
う
に
宣
伝
・
働
き
か

け
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
い

る
。

そ
の
た
め
に
、
年
に
一
度
、

研
究
部
の
部
員
や
担
当
事
務
局

員
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
全
国

の
研
究
会
担
当
者
が
集
え
る
交

流
の
場
を
設
定
し
て
い
る
（
研

究
担
当
者
会
議
）。
こ
の
会
議

は
、
全
国
各
地
の
具
体
的
取
組

が
学
べ
て
有
意
義
で
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
こ
と

が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
会
議
の
延

長
上
に
は
「
医
療
研
究
集
会
」

の
底
上
げ
も
視
野
に
含
ま
れ
て

い
る
の
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
、

発
足
間
も
な
い
部
会
で
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
な
る
ご
期
待
を
！
と

い
っ
た
現
状
に
あ
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
福
島
県

立
大
野
病
院
に
お
け
る
医
療
事

故
（
医
師
逮
捕
事
件
）
な
ど
へ

の
支
援
も
議
論
さ
れ
る
な
ど
、

保
団
連
理
事
会
や
他
の
部
会
の

範
疇
に
収
ま
ら
な
い
学
術
的
な

要
素
が
含
ま
れ
る
事
項
な
ど
も

担
当
す
る
こ
が
多
く
な
っ
た
。

さ
て
、
今
回
の
中
心
議
題
の

ひ
と
つ
は
、
医
科
歯
科
連
携
に

よ
る
大
規
模
研
究
に
対
す
る
研

究
部
会
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、

つ
ま
り
、『
歯
周
病
と
糖
尿
病
』

や
『
歯
周
病
と
心
臓
疾
患
』
な

ど
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
研
究
が
各
地

で
企
画
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

各
地
の
協
会
が
『
保
団
連
に
よ

る
全
国
規
模
の
研
究
』
に
格
上

げ
を
要
望
し
た
と
き
の
取
り
扱

い
基
準
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
多
く
の
時
間
を
割
い

て
議
論
が
な
さ
れ
、
良
い
方
向

で
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
国
民
や
厚
生
労
働
省

に
デ
ー
タ
を
基
に
提
案
・
交
渉

で
き
る
下
地
作
り
の
一
歩
が
で

き
た
と
し
て
評
価
し
た
い
。

保
団
連
歯
科
執
行
部
の
了
承

も
取
り
付
け
て
い
る
の
で
、
後

は
、
十
分
に
準
備
し
、
成
果
を

出
す
こ
と
に
な
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
、 

医
科
・
歯
科
連
携
の
活
動
も 

理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

保
団
連
地
域
医
療
交
流
集
会 

十
一
月
二
十
五
日
、
大
阪
市

内
の
大
阪
保
険
医
協
会
Ｍ
＆
Ｄ

会
館
に
お
い
て
、
二
〇
〇
七
年

度
保
団
連
地
域
医
療
交
流
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
島
幸
裕
保
団
連
理

事
よ
り
問
題
提
起
が
あ
り
、
特

定
健
診
、
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
お
よ
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
診

療
報
酬
改
定
、
医
療
・
介
護
難

民
問
題
な
ど
の
山
積
す
る
問
題

に
取
り
組
む
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
前
中
は
元
厚
労

省
老
健
局
長
で
現
大
阪
大
学
教

授
の
堤
修
三
氏
の
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
氏
は
厚
労
省
Ｏ

Ｂ
な
が
ら
、
来
年
四
月
に
施
行

さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
は
一
貫
し
て
否
定
的
な
立
場

を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
後
期

高
齢
者
と
い
う
傷
病
リ
ス
ク
の

の
高
い
人
だ
け
を
独
立
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
は
、
リ
ス
ク
分
散

と
い
う
保
険
制
度
の
持
つ
基
本

的
理
念
に
反
し
て
お
り
、
根
本

的
に
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
ま
た
保
険
者
と
な

る
市
町
村
広
域
連
合
な
る
も
の

の
位
置
づ
け
の
不
明
確
さ
、
さ

ら
に
は
実
務
的
な
面
か
ら
も
保

険
料
負
担
が
今
後
増
え
続
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
早
晩
行
き

詰
ま
る
こ
と
が
最
初
か
ら
分
か

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
実
際
の

数
字
を
挙
げ
て
、
分
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
給
付
制
限
が
不
可
避

と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
な

ど
、
こ
の
制
度
の
構
造
的
な
問

題
点
が
改
め
て
整
理
さ
れ
、
フ

ロ
ア
で
も
う
な
ず
き
な
が
ら
聞

き
入
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。午

後
に
は
、
各
地
の
地
域
医

療
関
連
の
取
り
組
み
の
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
千

葉
協
会
か
ら
の
歯
周
病
と
糖
尿

病
と
の
関
連
に
関
す
る
発
表
が

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

糖
尿
病
が
歯
周
病
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
は
す
で
に
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
歯
周
病

が
各
種
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
介
し

て
糖
尿
病
の
増
悪
要
因
と
な
る

可
能
性
に
つ
い
て
臨
床
研
究
が

進
行
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。

歯
周
病
の
治
療
が
糖
尿
病
の

管
理
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
、
保
団
連
の
も
っ
と
も
得

意
と
す
る
医
科
歯
科
連
携
を
活

か
し
た
今
後
の
研
究
成
果
に
、

大
い
に
期
待
が
集
ま
り
ま
し

た
。当

部
会
は
守
備
範
囲
が
広
す

ぎ
て
、
と
か
く
散
漫
な
議
論
に

終
始
し
が
ち
と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
焦
点
を

絞
っ
た
内
容
と
な
り
、
質
疑
応

答
も
活
発
に
交
わ
さ
れ
、
大
変

実
り
多
い
も
の
だ
っ
た
と
確
信

で
き
ま
し
た
！

未
だ
多
く
の
知
ら
れ
ざ
る
危
険
が 

地
球
は
死
へ
の
転
帰
を
た
ど
っ
て 

理
事
　
大
平
　
政
樹（
金
沢
市
・
外
科
） 

保
団
連
非
核
・
平
和
部
会 

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）、

東
京
・
平
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー

に
て
開
か
れ
た
二
〇
〇
七
年
第

五
回
保
団
連
非
核
・
平
和
部
会

に
参
加
し
た
。

世
の
中
に
は
「
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
危
険
」
が
、
未
だ
多
い

こ
と
を
再
認
識
し
た
部
会
だ
っ

た
。Ｈ

Ｅ
Ｕ
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
、
原
子
炉

で
必
然
的
に
生
成
さ
れ
る
Ｕ

２
３
５
で
あ
る
。
日
本
で
使
わ

れ
て
い
る
医
療
用
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
Ｈ
Ｅ

Ｕ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
問
題

は
こ
の
世
界
に
あ
ふ
れ
る
Ｈ
Ｅ

Ｕ
か
ら
、
簡
単
に
原
爆
が
製
造

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の

Ｈ
Ｅ
Ｕ
は
、
世
界
各
地
に
散
ら

ば
る
四
つ
の
企
業
で
九
五
％
以

上
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
の
医
療
用
使

用
の
ト
ッ
プ
が
日
本
な
の
で
あ

る
。こ

の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
を
安
全
な
Ｌ
Ｅ

Ｕ
に
変
換
す
る
こ
と
が
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
日
本
の
医
療

用
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｕ

か
ら
も
取
り
出
せ
る
。
そ
れ
で

は
な
ぜ
企
業
は
変
換
を
進
め
な

い
の
か
。
Ｈ
Ｅ
Ｕ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｕ

へ
の
変
換
に
要
す
る
数
％
の
追

加
投
資
が
、
お
そ
ら
く
足
か
せ

と
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。も

う
一
つ
耳
目
を
集
め
た
の

は
、
今
年
十
月
に
開
か
れ
た
保

団
連
研
究
集
会
第
四
分
科
会
に

お
け
る
青
森
協
会
、
山
本
若
子

理
事
の
報
告
で
あ
る
。

「
六
ヶ
所
村
再
処
理
工

場
が
招
く
放
射
性
物
質

と
環
境
被
害
」
と
題
さ

れ
た
発
表
は
、
あ
る
意

味
で
衝
撃
的
だ
っ
た
。

再
処
理
の
結
果
、
ク
リ

プ
ト
ン
、
炭
素
十
四
、

ト
リ
チ
ウ
ム
と
言
っ
た

放
射
性
物
質
が
大
量
に

大
気
と
海
洋
に
垂
れ
流

し
さ
れ
る
。
特
に
海
洋
放
出
に

は
濃
度
規
制
が
存
在
し
な
い
。

こ
の
放
射
性
物
質
は
単
に
青
森

の
海
岸
線
を
漂
う
だ
け
は
な

く
、
一
カ
月
ほ
ど
で
東
京
湾
に

達
す
る
。
事
は
容
易
な
ら
ざ
る

事
態
な
の
だ
。
そ
し
て
、
何
よ

り
、
そ
の
危
険
性
を
多
く
の
国

民
（
私
も
含
め
て
）
が
何
ら
認

識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

劣
化
ウ
ラ
ン
を
兵
器
に
使
用

す
る
危
険
性
は
広
く
世
間
に
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、

私
た
ち
の
隣
り
合
わ
せ
に
未
だ

多
く
の
知
ら
れ
ざ
る
危
険
が
あ

る
。
企
業
へ
の
要
望
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
働
き
か
け
、
何
よ
り
事

実
を
会
員
や
現
場
の
医
師
達
へ

知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
地
球
温
暖
化
、
核
汚
染
、

環
境
破
壊
、
地
球
は
確
実
に
死

へ
の
転
帰
を
辿
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
長
崎
、

広
島
、
大
阪
、
奈
良
よ
り
、
運

動
報
告
が
あ
っ
た
。
大
阪
で
は

来
年
三
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界

大
会
で
七
三
一
部
隊
展
示
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ

を
英
訳
し
て
パ
ネ
ル
展
示
す
る

準
備
中
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

若
い
世
代
が
こ
う
し
た
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
立
ち
上
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
が
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
、
わ
れ
わ

れ
の
責
務
で
あ
る
に
違
い
な

い
。

総
務
部
よ
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
会
員
や
新
入
会
の
先
生

な
ど
、
会
員
動
向
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

会
員
数
は
現
在
千
十
二

人
。
事
務
局
は
、
未
入
会
員

へ
の
訪
問
を
通
じ
て
、
保
険

医
協
会
の
活
動
へ
の
理
解
を

訴
え
て
ゆ
く
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
た
。

能
登
半
島
地
震
に
対
し

て
、
協
会
は
石
川
災
対
連
構

成
団
体
と
し
て
、
衆
参
両
院

災
害
特
別
委
員
会
委
員
長
に

対
し
て
能
登
半
島
地
震
へ
の

遡
及
適
用
を
求
め
る
要
請
を

行
っ
た
。

来
年
度
の
総
会
議
事
は
二

月
十
六
日
（
土
）
午
後
六
時

よ
り
、
金
沢
都
ホ
テ
ル
に
て

開
催
予
定
。
総
会
に
先
立
っ

て
特
別
講
演
に
法
学
館
伊
藤

塾
塾
長
の
伊
藤
真
氏
に
よ
る

憲
法
講
演
会
が
予
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

今
年
度
保
険
医
年
金
普
及
結

果
に
つ
い
て
、
月
払
い
、
一

時
払
い
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ

ぼ
普
及
目
標
に
達
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

歯
科
部
よ
り
、
東
京
都
千

代
田
区
で
十
月
二
十
八
日
に

行
わ
れ
た
歯
科
保
険
医
自
殺

緊
急
抗
議
集
会
を
は
じ
め
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
、

第
四
回
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
若
手
医
師
歯
科
医
師
の

集
い
in
長
野
な
ど
、
活
発
な

活
動
状
況
の
報
告
が
あ
っ

た
。医

療
制
度
関
連
の
速
報
と

し
て
、
七
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
に
対

す
る
医
療
費
自
己
負
担
率
が

現
在
の
一
割
よ
り
二
割
と
な

る
が
、
平
成
二
十
一
年
三
月

ま
で
は
、
時
限
的
に
一
年
間

の
み
自
己
負
軽
減
策
が
と
ら

れ
る
。
そ
の
間
、
一
割
分
は

国
庫
負
担
の
予
定
。

【
西
川　

記
】

来年度の総会に 
伊藤真氏 金沢へ 
来年度の総会に 
伊藤真氏 金沢へ 

（1 1月6日・12人出席） 
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大
門
　
正
一
郎（
野
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市
町
・
内
科
） 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第15回 

慢
性
腎
不
全
患
者
の
現
状
と
そ
の
治
療
、 

当
院
の
目
標
に
つ
い
て 

快
適
な
透
析
生
活
の
た
め
に 
快
適
な
透
析
生
活
の
た
め
に 
快
適
な
透
析
生
活
の
た
め
に 
快
適
な
透
析
生
活
の
た
め
に 

だ
い
も
ん
内
科
・
 

腎
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
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腎
臓
は
、
体
の
老
廃
物
を
尿

と
し
て
排
泄
す
る
器
官
で
、
そ

の
機
能
単
位
と
し
て
の
ネ
フ
ロ

ン
が
一
個
の
腎
臓
に
八
十
万
か

ら
百
万
個
あ
り
ま
す
。
糖
尿

病
、
慢
性
腎
炎
な
ど
種
々
の
原

因
で
、
こ
の
ネ
フ
ロ
ン
が
障
害

さ
れ
、
老
廃
物
の
排
泄
機
能
が

低
下
す
る
と
、
老
廃
物
の
指
標

と
し
て
血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
値
が
上
昇
し
、
一
般
に
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
が8m

g

＼dL

く
ら

い
に
な
る
と
、
透
析
な
ど
の
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
慢
性

腎
不
全
の
進
行
を
食
い
止
め
る

試
み
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
根

本
的
に
進
行
を
止
め
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

近
年
、
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ

る
慢
性
腎
不
全
の
増
加
が
著
し

く
、
透
析
患
者
数
は
年
間
一
万

人
増
加
し
、
医
療
費
を
押
し
上

げ
る
要
因
に
も
な
っ
て
お
り
、

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

透
析
療
法
に
は
、
血
液
透

析
、
腹
膜
透
析
の
二
つ
の
方
法

が
あ
り
、
全
体
的
に
は
ど
ち
ら

の
治
療
法
も
生
命
予
後
に
は
大

き
な
差
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
腹
膜
透
析
を
長
期
に
行
う

と
腹
膜
硬
化
症
の
よ
う
な
、
重

篤
な
合
併
症
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
、
最
近
は
特
に
血
液
透
析

を
選
択
す
る
傾
向
が
強
く
、
透

析
患
者
の
九
六
％
を
血
液
透
析

が
占
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
透
析
患
者
の
生
命
予

後
は
、
世
界
で
一
番
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
に

は
、
治
療
技
術
に
よ
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

透
析
患
者
の
予
後
は
、
人
種
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
と
い
う

ア
メ
リ
カ
の
報
告
が
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
国
民
で
も
ア
ジ
ア
人
は

死
亡
リ
ス
ク
が
白
人
の
六
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
は
欧
米
と
比

べ
、
腎
移
植
件
数
が
極
端
に
少

な
く
、
欧
米
な
ら
ば
腎
移
植
を

し
て
い
る
は
ず
の
若
い
元
気
な

透
析
患
者
が
、
日
本
で
は
透
析

を
続
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
一
予
後
良

好
な
日
本
の
透
析
で
す
が
、
最

近
は
心
血
管
合
併
症
を
伴
い
や

す
い
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
る
慢

性
腎
不
全
の
急
速
な
増
加
、
患

者
の
高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
た

め
、
治
療
継
続
困
難
な
例
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
血
液
透
析
、
腹
膜
透

析
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
心

血
管
病
変
の
合
併
症
な
ど
の
発

生
を
抑
え
る
努
力
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
治
療
技

術
、
薬
に
よ
る
だ
け
で
は
不
可

能
で
、
リ
ン
、
水
分
、
カ
リ
ウ

ム
制
限
な
ど
、
患
者
自
身
の
厳

格
な
食
事
制
限
が
必
須
で
す
。

腎
移
植
は
、
透
析
と
共
に
慢

性
腎
不
全
の
治
療
の
車
の
両
輪

と
さ
れ
、
最
近
、
免
疫
抑
制
剤

の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
移
植
腎

生
着
率
は
年
々
向
上
し
て
い
ま

す
。
十
年
以
上
の
生
着
は
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
の
腎
移
植
件
数
は
欧
米
よ
り

は
る
か
に
少
な
い
数
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
臓
器
移
植
法
制

定
後
も
、
死
体
腎
移
植
数
の
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

最
近
、
わ
ず
か
な
が
ら
生
体
腎

移
植
件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

（
二
〇
〇
六
年
、
生
体
腎
移
植

一
千
百
三
十
六
例
、
心
停
止
後

死
体
腎
移
植
百
八
十
二
例
、
脳

死
腎
移
植
十
五
例
）。

腎
移
植
は
、
腎
移
植
後
の
経

過
が
良
好
で
あ
れ
ば
、
特
に
生

活
食
事
制
限
を
必
要
と
せ
ず
、

健
康
人
と
同
様
の
生
活
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
腎
移
植
の
適
応

の
あ
る
末
期
腎
不
全
患
者
に

は
、
治
療
の
選
択
枝
と
し
て
、

腎
移
植
の
説
明
を
十
分
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
院
は
三
年
前
に
開
院
し
、

主
に
血
液
透
析
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
る
心
血
管
病
変
の
発
生
に
は

特
に
注
意
し
、
リ
ス
ク
の
高
そ

う
な
方
に
は
、
無
症
状
で
も
心

臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
専
門
病

院
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
検
査
の
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ

Ａ
、
ス
テ
ン
ト
留
置
症
例
も
か

な
り
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
が
、

心
血
管
病
変
で
亡
く
な
っ
た
方

は
な
く
、
救
急
車
の
依
頼
も
一

件
の
み
（
肺
炎
を
契
機
と
し
た

心
不
全
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

腎
移
植
も
積
極
的
に
勧
め
て

お
り
、
現
在
十
例
の
方
が
腎
移

植
後
の
外
来
通
院
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
腎
移
植
後
の
観
察
に
必

要
と
な
る
こ
と
が
多
い
、
腎
生

検
も
日
帰
り
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
当
院
で
よ
り
多
く
の

方
が
、
快
適
な
透
析
、
腎
移
植

後
の
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

講師の大門正一郎先生

講演では透析医療について詳しく報告された
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事
務
局
　
東
　
亮
子 

自
主
共
済
を
守
る
た
め
、
 

　
県
内
四
団
体
で
関
係
団
体
懇
談
会
を
開
催
 

自
主
共
済
を
守
る
た
め
、
 

　
県
内
四
団
体
で
関
係
団
体
懇
談
会
を
開
催
 

自
主
共
済
を
守
る
た
め
、
 

　
県
内
四
団
体
で
関
係
団
体
懇
談
会
を
開
催
 

引
き
続
き
、
署
名
活
動
に
ご
協
力
を
 

社会人の9割がストレス 
2人に1人が体調崩す 
社会人の9割がストレス 
2人に1人が体調崩す 

社会人3～ 7年目の正社員の9割が仕事によ

るストレスを感じ、2人に 1人がストレスが原

因で体調を崩したことがある――毎日コミュニ

ケーションズが若手社員約500人に聞いた調査

で分かりました。 

ストレスの原因は「人間関係がうまくいかな

い」「自分の能力が足りない」など。問題なの

は「会社がストレス対策をとっていない」との

回答が88.3％に達したこと。早急な対策が求め

られます。 

ストレス解消法は？ 
毎日コミュニケーションズの調査によると、

男性のストレス解消法（複数回答）のトップ

は「寝る」の74.9％。以下、「音楽を聴く」「お

酒を飲む」の順です。 

女性のストレス解消法のトップも「寝る」で79.9％でした。「ショッピング」と「友

人・知人に話す」が続いています。 

毎日コミュニケーションズ調査2007年 

十
一
月
一
日
午
後
、
保
険
医

協
会
会
議
室
で
、
休
業
保
障
制

度
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
自

主
共
済
団
体
を
守
る
た
め
、
石

川
県
内
で
自
主
共
済
を
運
営
す

る
石
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
、

石
川
県
商
工
団
体
連
合
会
共
済

会
、
石
川
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
共
済
会
、
石
川
県
保
険
医

協
会
の
四
団
体
が
集
ま
り
、
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
保
険
医
協
会
・

小
島
登
経
営
・
共
済
部
長
が
、

今
回
の
会
の
開
催
趣
旨
と
と
も

に
、「
本
業
も
本
業
を
支
え
る

休
業
保
障
も
同
じ
よ
う
な
構
図

で
危
機
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
怒
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と

も
適
用
除
外
を
勝
ち
取
る
た
め

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

引
き
続
い
て
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
・
橋
本
光
陽
事
務

局
員
が
、
民
主
党
が
今
国
会
で

参
議
院
へ
提
出
を
予
定
す
る
法

案
の
中
身
を
詳
し
く
解
説
（
法

案
は
翌
十
一
月
二
日
参
議
院
へ

提
出
さ
れ
た
）。
六
月
に
衆
議

院
へ
提
出
さ
れ
た
内
容
に
、
新

保
険
業
法
の
経
過
措
置
期
間
の

一
年
延
長
が
追
記
さ
れ
た
か
た

ち
。
し
か
し
、
他
の
制
限
（
保

険
期
間
二
年
間
、
保
険
金
額

一
千
万
円
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま

で
あ
り
、
こ
の
法
案
が
成
立
し

て
も
休
業
保
障
等
多
く
の
自
主

共
済
制
度
が
救
済
さ
れ
な
い
。

な
お
、
民
主
党
は
、
解
散
・

総
選
挙
で
民
主
党
が
勝
利
す
れ

ば
、
す
べ
て
の
自
主
共
済
を
適

用
除
外
に
す
る
と
明
言
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
全
国
の
適
用
除
外
運

動
の
状
況
を
説
明
。
現
在
、

十
七
県
で
地
域
懇
話
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
他
県
で
も

準
備
会
な
ど
の
動
き
が
あ
る
。

他
団
体
へ
の
呼
び
か
け
を
積
極

的
に
行
う
な
ど
、
今
後
も
地
道

に
こ
の
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
自
治
体
意

見
書
の
取
り
組
み
や
十
一
月

二
十
二
日
の
国
会
議
員
要
請
行

動
、
二
十
三
日
の
「
共
済
を
守

る
全
国
市
民
集
会
」
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
っ
た
左
記
の
石
川
県

勤
労
者
山
岳
連
盟
・
栄
重
光
理

事
の
報
告
記
事
を
参
照
く
だ
さ

い
。そ

の
後
、
参
加
団
体
よ
り
各

自
主
共
済
制
度
と
運
動
の
紹
介

が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
各
団
体
か
ら
、
議
員
立
法

や
他
の
共
済
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
本
日
の

会
を
も
っ
て
「
共
済
の
今
日
と

未
来
を
考
え
る
石
川
県
懇
話

会
・
準
備
会
」（
以
下
、
準
備

会
）
の
発
足
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
準
備
会
の
今
後
の
活

動
と
し
て
は
、
主
に
①
準
備
会

と
し
て
共
同
し
て
請
願
署
名
に

取
り
組
む
②
地
元
の
自
主
共
済

を
持
つ
団
体
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う

③
地
元
選
出
国
会
議
員
の
地
元

事
務
所
訪
問
を
行
う
こ
と
と

し
、
事
務
局
は
保
険
医
協
会
が

受
け
持
つ
こ
と
も
併
せ
て
決
定

し
た
。

現
在
、
準
備
会
で
は
県
内
の

各
団
体
に
自
主
共
済
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
、
準
備

会
の
取
り
組
み
を
広
め
る
と
と

も
に
、
署
名
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。

※
十
一
月
十
五
日
に
会
員
の
皆

様
に
お
願
い
し
ま
し
た
「
自
主

共
済
を
守
る
請
願
署
名
」
に

は
、
十
一
月
末
日
現
在
、
五
十

八
医
療
機
関
か
ら
二
百
三
十
三

筆
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

11 月 1 日の民主党によ

る「適用除外を求める議員

立法」の参議院上程という

新局面を受けて、「共済の

今日と未来を考える懇話

会」の呼びかけにこたえ、

全国から 500 人あまりが参

加して 11 月 23 日、東京で

自主共済を守る市民集会が

開かれました。

全国の労山からも多数の

参加者が、ザック・ヘルメ

ットなどの登山装備を身に

着けた姿で、「登山者一揆」

の幟旗を掲げて参加しまし

た。

集会では、11 月 22 日の

国会請願の報告、懇話会と

して実施した各種団体アン

ケート（→自主共済が規制

されることを知らない団体

がまだ多くある）、全国労

山・斉藤理事長のアピー

ル、知的障がい者互助会か

らの連帯の発言、全国各地

の懇話会の活動報告の後、

渋谷駅周辺をデモ（→個人

的には、20 年ぶりのデモ

参加でした）をして、市民

に「助け合い共済を守ろ

う」と訴えました。

私たちにとって、組織・

活動の重要な基盤である

「労山遭難対策基金」を守

るために、今できることを

精一杯やってみようと署名

活動と共に、この集会に参

加しましたが、集会の中で

提起されたことは、あらた

めて重要な問題を示してい

ました。

①知的障がい者が入院した

ときに、その付き添い看護

のための費用などの公的給

付が受けられない費用をま

かなうために、親たちがつ

くった制度が「知的障がい

者互助会」です。運営は親

たちがボランティアで当た

り、掛金はできるだけ給付

に当てるように努力してき

ました。それが、改正保険

業法により、「少額短期保

険事業者という保険会社を

何千万円掛けて作るか」

「高い掛金を払って既存の

保険会社に任せるか」「制

度を廃止するか」という選

択を迫られているのです。

②非営利の「自主共済」

「助け合い共済」は、保険

ではありません。遭対基金

のように、特定の目的のた

めに特定の人たちが、少額

のお金を拠出して助け合

う、これが共済です。小中

高の生徒の学校での安全の

ために PTA による学校安

全会、町内会活動での事故

への給付制度、地域医療を

支える開業医の休業保障制

度、保険に入れない危険業

務に従事する人たちの相互

扶助等、いろいろな自主共

済が定着しています。オレ

ンジ共済や「マルチ共済」

と言われるものと、本質的

に異なります。しかし、金

融庁は一緒くたにしようと

しています。金融庁のいう

法的規制・監督指導は、不

特定の人たちを対象とす

る、多額の給付を目的とす

る保険や営利共済には必要

でしょう。しかし、自主共

済には「破綻」は考えられ

ません。

③なぜ、保険業法は改「正」

されたのでしょうか。直接

の契機は、アメリカからの

圧力です。アメリカから保

険の市場開放と規制緩和が

求められ、その一環として

共済の規制（＝保険と同じ

に扱えということ）が求め

られたのです。今回は自主

共済ですが、今後、段階的

に労働組合や公益法人の共

済、さらには JA 共済やこ

くみん共済などの制度共済

へも拡大されることになっ

ています。これによって、

利益を得るのは、日米の保

険会社です。

適用除外を実現し、 
遭対基金を守ろう!!
適用除外を実現し、 
遭対基金を守ろう!!
11・23自主共済守る市民集会に参加して 

石川県勤労者山岳連盟理事　栄　重光 
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『
福
祉
マ
ッ
プ
』
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

―
権
利
擁
護
を
中
心
に 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
み
た 

　
　 
社
会
保
障
の
現
状
と
課
題 

日本医薬品集 医療薬 
2008年版 

日本医薬品集 医療薬 
2008年版 

監修 DRUGS IN JAPAN 日本医薬品集フォーラム 

発行・販売 （株）じほう 
体裁 B5判／3200頁／日本医薬品集DB（CD-ROM）付 
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お申し込み先 

　医学書取り扱い書店。 
　または直接発行元の 
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　　TEL.03-3265-7751 
　　FAX.0120-657-769 
　大阪支局 
　　TEL.06-6231-7061 
　　FAX0120-189-015 
　まで。 

 
 

国
際
高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
石
川
県
保
険
医
協
会

は
、
十
一
月
十
日
（
土
）、
石

川
県
教
育
会
館
で
「
福
祉
マ
ッ

プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
│
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
か
ら
み
た
社
会
保
障
の
現

状
と
課
題
│
権
利
擁
護
を
中
心

に
」
を
開
催
し
た
。
報
告
者
は

『
福
祉
マ
ッ
プ
改
訂
第
七
版
』

の
編
集
委
員
か
ら
六
人
、
助
言

者
に
は
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
監

修
者
で
あ
る
横
山
寿
一
金
沢
大

学
教
授
を
迎
え
、
工
藤
浩
司
保

険
医
協
会
事
務
局
次
長
を
司
会

と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
澤
信
俊
氏
（
介
護
保

険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
代
表
、

金
沢
星
稜
大
学
教
授
）
に
よ
る

開
催
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
後
、

『
福
祉
マ
ッ
プ
改
訂
第
七
版
』

の
各
分
野
の
編
集
に
携
っ
た
六

人
が
、
編
集
作
業
を
通
し
て
見

え
て
き
た
医
療
・
福
祉
制
度
の

問
題
点
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
語
っ
た
。

医
療
分
野
等
を
担
当
し
た
井

奈
由
香
氏
は
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』

の
「
コ
ラ
ム
」、「
コ
メ
ン
ト
」

欄
は
制
度
の
問
題
点
を
鋭
く
指

摘
し
て
い
る
た
め
、『
福
祉
マ

ッ
プ
』
自
体
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
役
目
を
担
っ
て

い
る
と
語
り
、
コ
ラ
ム
欄
な
ど

の
活
用
を
訴
え
た
。

高
齢
者
の
在
宅
分
野
を
主
に

担
当
し
た
伍
賀
道
子
氏
は
、

「
高
齢
者
施
設
・
住
ま
い
マ
ッ

プ
」
の
作
成
を
通
し
て
、
外
部

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

施
設
や
、
費
用
の
説
明
が
不
明

確
な
施
設
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
施
設
の
形
態
も
多
様

化
、
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

障
害
分
野
な
ど
を
担
当
し
た

寺
本
紀
子
氏
は
、
制
度
の
枠
を

超
え
て
、
生
活
を
中
心
に
据
え

た
「
障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
た
こ
と
を
披

露
。
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ

い
て
は
、
一
割
負
担
が
生
活
を

脅
か
し
、
障
害
程
度
認
定
が
使

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
し
た
こ

と
で
新
た
な
差
別
が
広
が
っ
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

出
産
・
子
育
て
支
援
の
分
野

な
ど
を
担
当
し
た
加
藤
賀
代
子

氏
は
、
自
身
が
子
育
て
真
っ
最

中
の
経
験
か
ら
、
自
治
体
の
保

健
師
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
編
集
作
業
中
に
自
治
体
に

問
い
合
わ
せ
を
し
て
「
た
ら
い

回
し
」
に
さ
れ
た
経
験
を
話

し
、
当
事
者
と
し
て
の
苦
労
を

味
わ
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。

ま
た
、
権
利
擁
護
分
野
な
ど

を
担
当
し
た
中
恵
美
氏
は
、
生

活
と
は
一
つ
の
領
域
や
法
律
問

題
単
独
で
は
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
、
権
利
擁
護
の
章

に
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
取
上
げ

た
こ
と
を
紹
介
。
権
利
擁
護
の

各
制
度
を
自
己
決
定
の
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
た
。

そ
し
て
各
自
治
体
の
医
療
・

福
祉
制
度
一
覧
を
ま
と
め
た
小

野
（
筆
者
）
は
、『
福
祉
マ
ッ

プ
』
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
て
以

降
の
自
治
体
施
策
一
覧
の
変
遷

に
つ
い
て
紹
介
し
、
制
度
拡
充

の
流
れ
と
、
近
年
の
制
度
後
退

が
目
立
つ
状
況
を
伝
え
た
。

最
後
に
、
助
言
者
の
横
山
教

授
は
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』
を
編

集
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
、「『
福
祉
マ
ッ
プ
』
は
、
社

会
保
障
を
活
用
し
な
が
ら
権
利

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の

か
を
考
え
る
、
実
践
の
集
大
成

で
あ
る
。
ま
た
、
分
か
り
や
す

さ
を
極
め
る
と
矛
盾
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
矛
盾
や
問
題
点
が
手
に
取

る
よ
う
に
分
か
る
本
で
も
あ

る
。
ぜ
ひ
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
問
題

解
決
の
た
め
の
手
立
て
と
し
て

も
広
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
制
度
の
問

題
点
を
指
摘
す
る
声
や
、
自
治

体
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
人

に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
宣

伝
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
の
ほ
か
、
利
用
者
の
声

を
も
っ
と
掲
載
し
て
ほ
し
い
、

生
活
保
護
法
な
ど
を
中
心
と
し

た
「
生
活
に
困
っ
た
時
に
使
え

る
制
度
」
に
多
く
の
頁
を
割
い

て
ほ
し
い
、
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
福
祉
マ

ッ
プ
』
編
集
長
の
服
部
真
理
事

は
、「
貧
困
と
対
峙
す
る
こ
と

を
次
版
の
目
標
と
し
た
い
」
と

語
り
、
早
速
、
第
八
版
の
編
集

に
も
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い

た
。

■
一
冊
　
一
、五
〇
〇
円
（
税
込
）

◆A4判・274頁※
県
内
主
要
書
店
で
も
買
え
ま
す
。 

◎会員には1冊無料で送付済み。 

今年初めから編集してきました『福祉マップ改訂第７版』は、関係各位のご協力により、

11 月 10 日、ようやく発刊の運びとなりました。

今版では、①ひと目で分かる医療・福祉サービス利用マップ（社会資源マップ）の掲載 

②最新の医療保険・介護保険制度の掲載 ③障害者自立支援法対応 ④充実した権利擁護解説 

⑤県下自治体における最新の福祉施策の掲載、などを主な改訂内容として編集しています。

すでに多くの方から「愛読書はがき」が届いており、「社会資源マップが GOOD！」「一家

に一冊あるべき」という意見から、次回の改訂第８版に対する提言などもいただいています。

当協会では、本書を会員医療機関の窓口をはじめ、行政担当者、保健福祉センター、社

会福祉協議会、地域包括支援センター、民生委員、ホームヘルパー、そして実際に高齢者

や障害のある人、その家族など広く一般の人々にも活用していただけるよう願っています。

ぜひ、ご活用ください。

●購入方法について●

県内の主要書店ですでに販売されており、全国の書店やインターネットからの注文も可能

となっています。当協会に電話やファクスでご注文いただくことも可能ですが、送料が別

途必要です。ご了承ください。

お近くの方は、事務局までお越しいただければ幸いです。

石川県保険医協会（金沢市尾張町 2丁目 8の 23　太陽生命金沢ビル６階）

TEL 076（222）5373　FAX 076（231）5156

 『福祉マップ改訂第7版』発行に寄せて  『福祉マップ改訂第7版』発行に寄せて 

「貧困と対峙することを次版の目標としたい」と早くも第8版への抱負も語られた
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よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に
 

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に
 

被
災
者
支
援
法
改
正
　
背
景
に
与
野
党
逆
転
効
果
 

Q＆A
Q＆A

【
Ｑ
】
地
震
や
台
風
な

ど
で
被
災
し
た
人
を
支
援

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
が
・
・
・
。 

【
Ａ
】
改
正
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
の
こ
と
で

す
ね
。
多
く
の
被
災
者
が

熱
望
し
て
い
た
住
宅
本
体

へ
の
支
援
が
今
回
の
改
正

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

【
Ｑ
】
こ
れ
ま
で
住
宅

再
建
に
は
支
援
金
が
出
な

か
っ
た
の
で
す
か
。 

【
Ａ
】
支
援
法
は
一
九

九
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

被
災
者
へ
の
公
的
支
援
を

求
め
る
声
が
高
ま
り
、
市

民
団
体
や
労
働
組
合
、
政

党
な
ど
が
制
定
運
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
一
九
九

八
年
に
議
員
立
法
で
成
立

し
た
の
で
す
が
、
政
府
は

「
個
人
資
産
へ
の
税
金
投

入
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、

住
宅
建
設
や
補
修
へ
の
支

援
は
認
め
ま
せ

ん
で
し
た
。 

【
Ｑ
】
じ
ゃ
あ
、

支
援
金
は
何
に

使
え
た
ん
で
す

か
。 

【
Ａ
】
住
宅

全
壊
の
場
合
は

合
計
三
百
万
円

ま
で
必
要
額
だ

け
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、

使
途
が
住
宅
の
解
体
・
撤

去
・
整
地
な
ど
に
制
限
さ

れ
る
な
ど
、
使
い
勝
手
の

と
て
も
悪
い
も
の
で
し
た
。

今
回
、
支
給
上
限
は
同
じ

で
す
が
、
使
途
が
限
定
さ

れ
ず
、
定
額
で
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
収
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、

今
年
一
月
以
降
の
台
風
や

地
震
に
よ
る
被
害
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
。 

【
Ｑ
】
よ
か
っ
た
で
す
ね
。 

【
Ａ
】
今
回
の
改
正
は

参
院
で
の
与
野
党
逆
転
状

況
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
党
が

過
去
何
度
も
改
正
案
を
提

出
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

た
び
に
廃
案
に
さ
れ
て
き

た
ん
で
す
。
有
権
者
の
一

票
一
票
が
与
党
の
頑
迷
さ

を
打
ち
破
っ
た
形
に
な
り

ま
し
た
。 

【
連
合
通
信
】 

※※行間20Qは変えない※※ 

11月 18日、輪島市内で開かれたシンポジウム「震災とセーフティネットを考える――人間と地域振興の視点から」（日本学術会議、金

沢大学、輪島市が主催）には140人の参加があり、早川和男・神戸大学名誉教授、水野雅男・輪島土蔵文化研究会代表、井口克郎・金沢大

学大学院生の報告にもとづき、被災地住民との活発な意見交換が行われた。

居住福祉学の視点から、多くの震災調査を踏まえた早川和男氏の報告要旨を以下に紹介する。

私は阪神淡路大震災に直面し、その後鳥取西

部地震、中越地震など各地を訪れた。ここ数日

門前を中心に地震の状況と復興状況を見てき

た。今日はそれを踏まえて話をしたい。

禅の言葉に「平常心是道」という言葉があ

る。特別なことはない、平常心が大事だとい

う。地震もまさにこれだと思う。阪神・淡路大

震災では 5,502 人の方が亡くなったが、ほとん

どが建物の倒壊や、倒壊後の火事による死亡。

日常的に安心できる住居があれば、いざという

ときも問題が生じにくい。

中越地震のとき山古志村では、震災直後から

「帰ろう山古志へ」をスローガンにして取り組

んでいたことに感心した。中国のことわざに、

「安居楽業」（安心して住み、楽しんで仕事をす

るということ）があるが、山古志村では田畑を

復旧して、住み慣れた村で住み続けることを一

番の課題としていた。

阪神淡路大震災では、避難所がほとんど学校

の体育館だった。寒い体育館に毛布一枚で避難

し、風邪を引いたり肺炎になったり、トイレを

我慢して腎盂炎になったり、水を飲まずに脳梗

塞になるなど、避難所で 900 人以上が亡くなっ

た。

門前で「あかかみ」という特別養護老人ホー

ムに行ったが、ここには 30 人近い人が避難し、

助かった。そのほか 8 つの公民館にも行ってき

たが、和室も布団も大きな厨房もあり、料理も

できる。ほとんどの人は副次的な病気にならず

に避難生活を送ることができた。特別養護老人

ホームや公民館は避難所として有用である。

このような建物が町なかにあることが防災に

役立つ。これらを私は「居住福祉資源」と呼ん

でいる。神戸にもこうした施設はあったが、山

の上にあって遠すぎて使えない。日常的な公共

施設がいざというときに使えることが重要である。

新潟県の復興基金のなかに鎮守の森というプ

ログラムがある。仮設住宅の人が真っ先に直し

たいのは墓、その次は鎮守の森、住宅は 3 番目

だという。鎮守の森はコミュニティーセンター

の役割を果たすので、これを復興することが自

分たちの地域を再生するうえでの励みになる。

新潟県では鎮守神社の復興に 2,000 万円まで補

助し、すでに 500 件もの復興がなされている。

門前の総持寺では修復に気をとられていると

きに、新聞の投稿欄に「最近お寺の鐘が聴こえ

なくて寂しい」という声が載った。そこで鐘つ

きや托鉢を再開した。これを地域の人がみて、

復興の力になったという。こういう目に見えな

い資源というものもある。

ではどういう住宅や福祉資源、防災環境が必

要か。住宅はあればよいというのではなく、狭

くて危険な家に住んでいるのでは駄目だ。ま

た、福祉資源を町の中につくることで防災環境

を総合的に整えていくことが大事である。

最後に、住居は生存の基盤であると言いた

い。これは全ての人に共通する。人間の基本的

な権利としての居住こそ政府が一番力をいれて

取り組むべきことだと国際的な会議の場でも言

われている。1996 年にイスタンブールで開か

れた国際会議では、住む人間が主（あるじ）で

あり、住む人々の能力が重要だと宣言された。

そして、まちづくりに住民が参加することを通じ

て人々の能力が高められるのだと提起している。

神戸では仮設住宅が山の中に作られ、慣れ親

しんだ近隣も商店もなく、250 人が孤独死や自

殺で亡くなった。復興公営住宅でも 350 人が亡

くなっており、400 人を超える勢いだ。復興委

員会に被災者代表が一人も入っていないという

のがその理由だ。住民、NPO、行政が一緒に

なり、門前や輪島がどうしたら住みよい町にな

っていくのかを考えて、まち全体の環境をよく

する施設づくりをしていくことが大切だ。

震災直後、門前のビューサンセットでは観光

客を断って、被災者 30 人が入所した。現在は

3 セクターで運営されているが、もともとは公

立だったところ。公的に用意されていること

が、いざというときに役立ったという事例。

日常の中に市民の暮らしや公共施設を整えて

いくことがセーフティネットになる、というこ

とが私の結論。それをどうつくるかは、行政と

住民が知恵を出し合っていただきたい。

「震災と居住―阪神淡路・新潟県中越・能登半島地震の経験を踏まえて」 「震災と居住―阪神淡路・新潟県中越・能登半島地震の経験を踏まえて」 
早川和男神戸大学名誉教授 

「震災とセーフティネットを考える」シンポジウム 「震災とセーフティネットを考える」シンポジウム 

講師の早川和男神戸大学名誉教授講師の早川和男神戸大学名誉教授

140人が参加して開かれた「震災とセーフティ
ネットを考える」シンポジウム
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

リレー・エッセー リレー・エッセー 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

２４ 

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の
② 

高
齢
者
の 

終
末
期
に
つ
い
て 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
認
知
症

の
Ｉ
さ
ん
に
訪
問
診
察
に
お
伺

い
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
さ
ん
は
、
小
脳
梗
塞
・
頚

髄
症
で
要
介
護
2
の
夫
と
の
二

人
暮
ら
し
で
す
。

息
子
さ
ん
二
人
は
二
人
と
も

東
京
に
所
帯
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
金
沢
に
帰
っ
て
こ

ら
れ
て
も
Ｉ
さ
ん
宅
に
は
泊
ま

ら
ず
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
る

ん
だ
と
Ｉ
さ
ん
の
夫
が
寂
し
そ

う
に
話
し
て
い
た
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。

Ｉ
さ
ん
は
二
〇
〇
六
年
十
月

に
発
熱
と
食
欲
低
下
が
あ

り
、
三
日
ほ
ど
点
滴
す
る
も
改

善
せ
ず
、
入
院
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夫
に

「
Ｉ
さ
ん
が
あ
ぶ
な
い
」
か
ら

と
言
わ
れ
て
息
子
さ
ん
が
駆
け

つ
け
て
き
た
の
で
す
が
（
よ
く

危
な
い
か
ら
と
い
っ
て
電
話
す

る
こ
と
が
時
々
あ
る
よ
う
で

す
）、
入
院
先
の
受
け
持
ち
医

が
息
子
さ
ん
に
、
病
状
を
説
明

し
、
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
経
管
で
…
と
話
し

を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
治

療
は
い
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て

Ｉ
さ
ん
を
自
宅
に
連
れ
帰
り
ま

し
た
。

高
齢
者
の
場
合
、
一
生
懸
命

食
べ
さ
せ
て
も
ど
う
に
も
食
べ

ら
れ
ず
、
原
因
と
し
て
は
っ
き

り
し
た
も
の
が
な
い
と
き
に
家

族
と
の
話
し
合
い
の
後
に
、
そ

の
ま
ま
で
様
子
を
見
る
こ
と
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
Ｉ
さ
ん

も
そ
う
い
う
状
況
か
と
も
考

え
、
私
も
そ
れ
に
同
意
し
た
の

で
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
本
当
に
食

べ
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
薬
が
十
分
い

っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
と
し

て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
悶
々

と
考
え
、
と
に
か
く
経
管
か
ら

薬
だ
け
で
も
入
れ
よ
う
と
判
断

し
て
実
行
し
ま
し
た
。

息
子
さ
ん
が
そ
れ
を
見
て
、

意
味
が
な
い
と
侃
々
諤
々
の
話

し
合
い
（
に
ら
み
合
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
）
を
一
・
五
時
間
ほ

ど
し
て
、
納
得
は
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
拒
否
も
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
抗
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
剤
の
投
薬
を
経
管

か
ら
続
け
た
と
こ
ろ
、
食
事
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的

に
し
ゃ
べ
ら
れ
る
し
、
座
っ
て

も
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。高

齢
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
判

断
は
、
と
て
も
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
夫
は
、
自
宅
の
前

に
あ
る
お
寺
に
行
っ
て
、
早
々

と
Ｉ
さ
ん
の
戒
名
を
も
ら
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
後
で
笑
い
な

が
ら
、「
戒
名
料
」
は
い
く
ら

で
、
自
分
も
つ
い
で
に
戒
名
を

も
ら
っ
た
な
ど
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

何
と
純
粋
で
、
心
洗
わ
れ

る
映
画
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
美
し
い
美
し
い
映
像
、

文
明
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
中

国
内
陸
部
で
の
一
人
の
乙
女

の
純
情
と
、
そ
れ
に
こ
た
え

た
素
朴
な
男
性
。
主
人
公
を

演
じ
る
新
人
女
優
の
み
ず
み

ず
し
さ
、
俳
優
の
凛
と
し
た

は
つ
ら
つ
さ
。
そ
し
て
人
へ

の
思
い
を
大
事
に
暖
か
く
伝

え
た
脚
本
。
現
代
日
本
で
は

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
美
し
い
人

間
の
魂
を
感
じ
、
胸
が
熱
く

な
る
の
で
あ
る
。

物
語
は
、
都
会
で
暮
ら
し

て
い
る
男
に
父
親
が
亡
く
な

っ
た
と
の
知
ら
せ
が
来
て
、

田
舎
の
実
家
へ
帰
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。
家
で
は
、
年

老
い
た
母
が
昔
の
し
き
た
り

に
従
っ
て
、
人
の
手
で
遺
体

を
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
町
の

病
院
か
ら
運
ん
で
も
ら
い
た

い
と
希
望
し
て
お
り
、
今
ど

き
そ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
と

し
て
も
無
理
だ
と
説
得
し

て
、
母
は
頑
と
し
て
応
じ

ず
、
父
親
の
遺
体
を
入
れ
る

袋
を
織
っ
て
作
る
の
だ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
二
人
の
出
会

い
を
描
く
回
想
シ
ー
ン
と
な

り
、
白
黒
か
ら
カ
ラ
ー
に
な

り
、
昔
の
桃
源
郷
が
よ
み
が

え
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
両
親
は
こ
の
村
で

は
初
め
て
恋
愛
結
婚
で
結
ば

れ
た
カ
ッ
プ
ル
だ
っ
た
の

だ
。
三
十
年
以
上
も
昔
、
こ

の
寒
村
に
は
じ
め
て
都
会
か

ら
小
学
校
の
先
生
が
赴
任
し

て
く
る
と
い
う
の
で
、
村
で

は
み
ん
な
期
待
し
て
待
っ
て

い
た
。
そ
の
小
学
校
は
畑
の

真
ん
中
に
あ
る
平
屋
の
細
長

い
粗
末
な
寺
子
屋
と
い
っ
た

感
じ
で
、
全
学
年
が
一
つ
の

教
室
で
教
わ
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
や
っ
て
き
た
教
師

の
ル
オ
（
ス
ン
・
ホ
ン
レ

イ
）
は
、
恥
ず
か
し
が
り
屋

の
好
青
年
だ
っ
た
が
、
歓
迎

に
集
ま
っ
た
村
人
の
中
に
少

女
チ
ャ
オ
（
チ
ャ
ン
・
ツ
ィ

イ
ー
）
が
、
運
命
の
出
会
い

を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

ル
オ
は
村
の
役
場
で
寝
泊

り
し
、
食
事
は
村
の
家
々
が

交
代
で
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
チ
ャ
オ
は
、
先

生
に
食
事
を
作
っ
て
あ
げ
る

の
が
待
ち
遠
し
く
て
た
ま
ら

な
い
。
や
っ
と
順
番
が
来
て

食
べ
て
も
ら
い
、
心
が
通
じ

合
っ
た
二
人
。
先
生
の
授
業

の
様
子
を
聞
き
に
来
た
り
、

野
外
を
生
徒
と
歩
き
な
が
ら

言
葉
を
教
え
て
い
る
ル
オ
を

追
い
か
け
た
り
、
ほ
ほ
え
ま

し
い
の
だ
。

だ
が
、
文
革
の
嵐
が
こ
の

地
方
に
も
襲
い
掛
か
り
、
ル

オ
は
都
会
に
呼
び
戻
さ
れ

た
。
イ
ン
テ
リ
だ
し
迫
害
を

受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
チ
ャ
オ
は
心
配
で
し
か

た
が
な
い
。
町
へ
通
ず
る
道

に
雪
が
降
っ
て
も
、
ル
オ
が

帰
っ
て
く
る
か
と
見
に
行
く

チ
ャ
オ
。
待
ち
続
け
て
や
っ

と
春
が
来
た
よ
う
に
、
二
人

は
再
会
し
て
結
ば
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
現
代
に
戻
り
、
そ

の
村
に
尽
く
し
た
先
生
を
慕

う
人
た
ち
が
集
ま
り
、
冬
の

雪
の
中
、
母
親
が
作
っ
た
袋

に
入
っ
た
父
親
の
遺
体
が
大

勢
の
人
に
運
ば
れ
て
、
母
の

思
い
を
乗
せ
て
家
ま
で
帰
っ

て
き
た
！

息
子
は
、
父
を
慕
っ
て
く

れ
た
人
々
へ
の
感
謝
も
込
め

て
、
村
の
学
校
で
、
子
ど
も

た
ち
に
父
親
と
同
じ
よ
う
に

言
葉
の
説
明
を
父
親
ゆ
ず
り

の
名
調
子
で
言
っ
て
聞
か
せ

る
の
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ
監
督

に
よ
る
珠
玉
の
作
品
で
あ

る
。

【
監
督
】チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ 

【
主
演
】チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
イ
ー 

 

ス
ン
・
ホ
ン
レ
イ 

二
〇
〇
〇
年
（
米
中
合
作
） 

初
恋
の
来
た
道 

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

３３ 

十
一
月
十
一
日
の
日
曜

日
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

石
川
に
て
「
第
四
十
三
回
全

国
糖
尿
病
週
間
金
沢
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

前
半
は
内
科
医
、
眼
科

医
、
歯
科
医
、
薬
剤
師
、
理

学
療
法
士
、
看
護
士
な
ど
の

医
療
相
談
や
、
血
糖
値
、

H
bA

1c

、
血
圧
脈
波
検
査
、

体
脂
肪
な
ど
の
測
定
を
す
る

コ
ー
ナ
ー
、
糖
尿
病
療
養
指

導
士
に
よ
る
食
事
相
談
、
眼

科
医
に
よ
る
眼
底
出
血
の
検

査
も
そ
の
場
で
行
っ
て
い

た
。後

半
は
金
沢
医
科
大
学
病

院　

感
覚
機
能
病
学
（
眼
科

学
）
教
授
の
中
泉
裕
子
先
生

の
「
目
の
合
併
症
と
言
わ
れ

た
ら
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

降
り
の
せ
い
か
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
と
来
客
者
を
合
わ
せ

百
十
七
人
の
参
加
人
数
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
、
歯
科
相

談
を
担
当
し
て
き
た
。
今
回

の
参
加
は
三
度
目
で
あ
っ
た

が
、
石
川
県
歯
科
医
師
会
の

県
民
公
開
講
座
と
重
な
っ
た

た
め
、
一
人
で
の
参
加
と
な

っ
た
。

相
談
者
は
六
十
歳
以
上
と

思
わ
れ
る
高
齢
者
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
中
に
は
三
十
歳

前
後
と
思
わ
れ
る
人
も
い

て
、
熱
心
に
歯
周
病
に
つ
い

て
話
を
聞
い
て
い
た
。

ま
た
、「
入
れ
歯
を
作
っ

て
か
ら
調
整
で
一
年
間
通
っ

た
が
合
わ
な
い
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
」「
歯
茎
が
下

が
っ
て
き
た
の
が
気
に
な
る

が
、
高
い
歯
磨
き
粉
を
使
用

す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
言
わ

れ
る
老
人
も
い
た
。

そ
の
他
に
は
「
た
だ
前
歯

が
少
し
黒
く
な
っ
た
だ
け
な

の
に
、
そ
の
歯
を
抜
歯
さ

れ
、
高
い
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
納

得
が
い
か
な
い
」
な
ど
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
の
相
談
も
あ
っ
た
。

話
を
聞
い
て
い
く
と
、
普

段
、
歯
科
治
療
時
に
一
方
的

に
説
明
さ
れ
、
自
分
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
も
ら

う
時
間
が
持
た
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
改
め
て
よ
く
分
か

っ
た
。
時
間
を
か
け
て
訴
え

を
聞
い
て
、
疑
問
に
思
う
こ

と
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
説

明
を
し
て
あ
げ
る
と
、
大
変

納
得
し
て
喜
ば
れ
て
帰
ら
れ

た
。昨

年
と
同
じ
感
想
だ
が
、

現
在
の
保
険
制
度
の
中
で
、

じ
っ
く
り
患
者
さ
ん
と
向
き

合
う
時
間
が
取
れ
な
い
の
は

非
常
に
残
念
で
あ
る
と
感
じ

た
。

第43回全国糖尿病週間金沢の集いに参加して

患者さんと向き合う 
時間が取れなくて 
患者さんと向き合う 
時間が取れなくて 

歯科部　山本　司（野々市町・歯科） 

第43回糖尿病週間金沢の集いで、
歯科相談を担当した山本司歯科部員
（11月11日、大学コンソーシアム石川）
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厚
労
省
が
二
〇
〇
七
年
六

月
〜
七
月
に
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

難
民
」（
住
居
喪
失
者
）
は

全
国
で
五
千
四
百
人
に
上
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
、
厚
労
省
の
調
査

で
二
〇
〇
五
年
に
は
八
十
二

人
（
男
性
七
十
人
、
女
性

十
二
人
）
が
餓
死
し
て
い
ま

す
。
死
亡
診
断
書
に
「
餓

死
」
と
記
さ
れ
た
も
の
を
集

計
し
た
も
の
で
、
実
態
は
さ

ら
に
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。餓

死
者
は
一
九
九
五
年
を

境
に
急
増
し
、
以
降
、
二
〇

〇
五
年
ま
で
の
十
一
年
間
で

八
百
六
十
七
人
に
も
な
り
ま

す
。

労
働
法
制
改
悪
で
非
正
規

雇
用
は
一
九
九
五
年
に
一
千

万
人
を
超
え
、
二
〇
〇
六
年

に
は
一
千
六
百
七
十
七
万
人

に
急
増
し
て
い
ま
す
。
収
入

も
減
少
の
一
途
で
、
国
税
庁

の
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
、

年
収
二
百
万
円
以
下
の
層
が

一
千
二
十
三
万
人
と
、
二
十

一
年
ぶ
り
に
一
千
万
人
を
突

破
。
年
収
三
百
万
円
以
下
は

三
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
の

ぼ
り
ま
す
。

一
方
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
生
活
保
護

は
、
申
請
拒
否
や
追
い
出
し

な
ど
の
排
除
策
で
予
算
が
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間 

　
　
　 

（
以
上
）が 

 

餓
死
す
る
日
本 

年
収 

　
　
　
　 

以
下
が 

 

千
二
十
三
万
人 

八
十
人 

八
十
人 

二
百
万
円 

二
百
万
円 

年間の餓死者 
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○テーマ─ ○テーマ─ フリーター、ニートの反乱 フリーター、ニートの反乱 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

15その 
 

読書教室 

格差社会、ワーキングプアの問題などが、社会問題となっている。

一方、派遣業界の醜態、キャノンなど超優良企業が、偽装請負などで摘

発される事実もある。ところが最近このニート、フリーターと呼ばれてい

る人たちが、反抗の声を上げた。

今回は、このニート、フリーターの人たちの声を取り上げて見る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

①雨宮処凛の「オールニートニッポン」①雨宮処凛の「オールニートニッポン」

思春期に、いじめ体験、登校拒否、家出、自傷行為などを繰り返し、成

人以後、日本がおかしいと感じて右翼系バンドで活動するも、日本国憲法

を読んだことがきっかけで右翼運動に疑問を感じ、現在、貧困やニートの

問題に取り組んでいる雨宮が、すべてニートのスタッフによって運営され

るネットラジオ「オールニートニッポン」のパーソナリティをノーギャラ

で引き受け、彼女が毎回選んだユニークなゲストとの会話を 5 回分をまと

めた著作である。

読んでいると実際に放送を聞いているような気分になる。

ゲストにはフリーターの労働運動家、ホームレスの支援者、フリーター

ライター、ニートの経験のあるアーティストなど多彩である。

今、20 ～ 30 歳代の全国で約 500 万人いるというフリーター、ニートと

呼ばれる人たちの生き様、叫びを理解するには最適な一冊である。

例えば雨宮と元フリーターの対話では、金がない時あんパン 1 個を 9 等

分して、その内 1 個をどんぶり一杯のお湯の中に入れてふやかして食べて

3 日間しのいだとの貧乏暮らしの紹介など、理屈抜きで面白い。結局「役

立たずでも、ニートでもフリーターでもホームレスでも生きていたってい

いんじゃん、存在したっていいんじゃん」との彼らの叫びに共感する。

軽快なタッチで話が進んでいくけれど、その内容は深刻な問題であり、

社会矛盾であり座視できない問題であると思う。

なおこの対談集で雨宮と「フリーター、希望は戦争か ?」のテーマで対

話した赤木智弘氏が最近出したのが、次の本である。

②②若者を見殺しにする国　―私を戦争に向かわせるものは何か―若者を見殺しにする国　―私を戦争に向かわせるものは何か―

雑誌「論座」本年 1 月号に、フリーターの赤木智弘氏が「『丸山真男』

をひっぱたきたい 31 歳、フリーター、希望は、戦争」というショッキン

グな論文が掲載され、大きな話題となった。

本書は、この論文を始め、赤木氏がこれまで自分のブログなどで述べて

きた論考をまとめたもの。内容が豊富で全部を紹介できないので、ここで

は第四章「現代社会の私が戦争を希望する理由について」を紹介するが、

第三章までの記述では、そもそも現在のような団塊ジュニア世代の格差・

貧困問題が深刻になる前、1995 年のバブル崩壊直後、日経連が、今後は

労働者を、①長期蓄積能力活用型②高度専門能力活用型③雇用柔軟型、の

三つのグループに分けた柔軟な雇用の実現を提言したことに、その萌芽が

あるとの記載は注目に値する。

さて、第四章は雑誌「論座」の論文についての解説であるが、要旨は、

自分たちフリーターは、働いても生活の安定は望めず、社会階層を流動化

させたい、でも現左派が代表してきたのは、正規労働者であり、自分らは

左派からも見放されている。だから社会流動化の機会として、「戦争」だ

って希望になるのではないかと説く。でも、自分は平和主義者で、ホント

は戦争を回避したいとも付け加えている。

赤木氏の論文について、主に論座誌上で特に左翼陣営の論客といわれる

人たち、福島瑞穂、佐高信、森達也、鎌田慧、斉藤貴夫、「アカハタ」編

集長、さらに、吉本隆明、鶴見俊輔らがコメントを寄せ、著者が一つずつ

反論している。この部分はなかなか圧巻だ。いかに「左翼陣営」がたじろ

いだかよく分かる。

これまで私たち団塊世代の者は、このようなニート、フリーター族の存

在を同情心と共に自己責任論（本人の責任、意欲の欠如）で一蹴してき

た。今回の二冊を読んでも、彼らの甘さとか責任転嫁の面は否定できな

い。

しかし、ここまで来たら戦争しかないとまで開き直られると、根本的に

彼らを追いつめた原因は何かと考えてしまう。最大の原因は新自由主義経

済体制が強化され、終身雇用制が放棄されたことと思うが、一方、左翼陣

営も急所を突かれた感じだろうと思う。事実識者と呼ばれた方々の反論は

正直なってない。既存の労働組合なども既得権にしがみついている印象で

ある。

団塊世代のわれわれも、自分の年金や老後のことばかり考えていて、団

塊ジュニア世代が国民年金保険料すら払えない、将来親が死んだら首つり

しかないとの叫びを無視してきたと思う。世代間のこれだけ広がった断

絶・段差をいかに均していくか、今、日本は正念場にあると思う。

①雨宮処凛（あまみや　かりん）の
「オールニートニッポン」

●著者：雨宮処凛
●出版：祥伝社新書

②若者を見殺しにする国
―私を戦争に向かわせるものは何か―

●著者：赤木智弘
●出版：双風舎
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高村　昭輝（金沢市・小児科） 

その 1皆さん、はじめまして 
12回シリーズ 

高村ドクターの 高村ドクターの 

オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは 

囲 碁 

（解答は4面にあります） （解答は4面にあります） 
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駒
　
飛
角
桂 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で上級者 
〈ヒント〉 3手目が好手。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉飛車の打ち場所を作る。 
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み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。ま

ず
、
は
じ
め
に
自
己
紹
介

な
ど
か
ら
書
き
始
め
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
石
川
勤
労
者
医
療
協
会

城
北
病
院
か
ら
研
修
と
い
う
こ

と
で
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
ア
デ
レ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
フ

リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
に
医
学
教
育

学
を
勉
強
に
来
て
い
ま
す
。

一
九
九
八
年
に
富
山
医
科
薬

科
大
学
（
現
富
山
大
学
）
医
学

部
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
石
川

勤
労
者
医
療
協
会
の
関
連
病
院

に
て
内
科
・
外
科
な
ど
の
総
合

研
修
を
受
け
、
小
児
科
に
進
み

ま
し
た
。
大
阪
同
仁
会
、
近
畿

大
学
な
ど
で
小
児
科
の
研
修
を

行
い
、
昨
年
ま
で
金
沢
で
小
児

科
医
と
し
て
働
い
て
き
ま
し

た
。で

は
、
な
ぜ
、
今
、
医
学
教

育
を
勉
強
し
に
こ
の
よ
う
な
遠

く
ま
で
来
て
い
る
の
か
？
城
北

病
院
も
臨
床
研
修
指
定
病
院
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
の
比

較
的
中
小
規
模
都
市
（
い
わ
ゆ

る
田
舎
）
に
あ
る
臨
床
研
修
指

定
病
院
が
同
じ
よ
う
に
研
修
医

獲
得
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に

昨
今
の
研
修
医
の
動
向
は
大
都

市
、
大
規
模
病
院
、
た
く
さ
ん

の
症
例
と
い
う
の
が
流
れ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
一
方
で
家

庭
医
思
考
の
医
学
生
が
増
え
て

き
て
い
る
の
も
事
実
な
の
で
す

が
、
ま
だ
、
研
修
病
院
側
も
そ

の
思
い
を
受
け
き
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
医
学
教
育
は

も
ち
ろ
ん
、
日
々
進
歩
し
て
い

ま
す
。
先
輩
医
師
の
技
術
を
盗

む
、
夜
遅
く
ま
で
た
だ
ひ
た
す

ら
病
院
に
残
っ
て
・
・
・
と
い

う
徒
弟
制
度
的
な
研
修
内
容
は

現
在
、
日
本
で
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

各
々
の
指
導
医
の
先
生
方
が
お

そ
ら
く
頭
の
中
で
何
と
な

く
、
こ
う
い
う
指
導
が
よ

い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
見
え
て
い
る
も

の
を
し
っ
か
り
と
理
論

的
、
方
法
論
的
に
言
葉
に

で
き
る
形
で
勉
強
し
て
み

た
い
と
い
う
自
分
自
身
の

興
味
と
前
述
の
よ
う
に
田

舎
の
中
小
規
模
病
院
、
ひ

い
て
は
診
療
所
で
の
研
修

が
い
か
に
重
要
で
効
果
的

で
あ
る
の
か
？
と
い
う
こ
と
を

学
ぶ
た
め
に
こ
こ
に
来
ま
し

た
。フ

リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
は
世
界

で
も
珍
し
くR

ural C
linical 

E
ducation

と
い
う
田
舎
の
診

療
所
に
お
い
て
長
期
間
（
一
年

間
）
医
学
生
臨
床
実
習
な
ど
を

特
徴
と
し
た
医
学
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
日
本
医
学

教
育
学
会
に
こ
の
コ
ー
ス
の
教

授
が
来
日
講
演
し
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
田
舎
で
の
Ｇ
Ｐ

（
総
合
臨
床
医
）
を
中
心
と
し

た
医
学
教
育
を
、
し
か
も
大
学

院
レ
ベ
ル
で
教
育
し
て
い
る
大

学
は
世
界
で
も
あ
ま
り
な
い
こ

と
も
あ
り
、
医
学
教
育
の
メ
ッ

カ
で
も
あ
る
イ
ギ
リ
ス
・
ダ
ン

デ
ィ
ー
大
学
や
ア
メ
リ
カ
・
イ

リ
ノ
イ
州
立
大
学
を
あ
え
て
選

ば
ず
に
こ
こ
に
来
ま
し
た
。
決

し
て
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
に

会
い
た
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
・
・
・
。
そ
の
根
底
に

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も

R
ural A

rea

に
お
け
る
医
師

の
労
働
力
が
圧
倒
的
に
不
足
し

て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
の
田
舎
は
日
本
の

田
舎
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

く
ら
い
田
舎
で
す
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
搬
送
は
普
通
で
す
・
・
・
。

そ
う
い
う
医
療
状
況
の
違
い
な

ど
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
と
報
告

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
後
は
い
ろ
い
ろ
な
医
療

機
関
の
壁
を
越
え
て
、
そ
し

て
、
開
業
医
の
先
生
も
ど
ん
ど

ん
巻
き
込
ん
で
、
石
川
と
い
う

地
で
臨
床
研
修
医
を
育
て
、
と

く
に
石
川
で
も
医
療
過
疎
に
な

っ
て
い
る
地
域
に
焦
点
を
当
て

な
が
ら
地
域
医
療
研
修
に
貢
献

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
石
川
と
い
う
田
舎
に
研
修

医
の
メ
ッ
カ
が
で
き
る
こ
と
を

夢
見
て
・
・
・
。

「
研
修
と
い
え
ば
、
石
川
で

し
ょ
う
！
」。
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日
々
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
昨
今
で
あ
る
。
思
い
切
っ
て
旅

に
出
た
。

本
日
は
快
晴
な
り
。
十
一
月
も
最
終
の
日
曜
日
、
金
沢
発

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
一
番
列
車
に
飛
び
乗
る
、
ま
だ
空
は
暗

い
。
車
中
で
読
も
う
と
一
冊
を
手
に
す
る
も
居
眠
り
し
て
し

ま
う
。
気
が
つ
け
ば
琵
琶
湖
西
岸
を
走
行
中
。
八
時
過
ぎ
新

大
阪
に
到
着
。

す
ぐ
地
下
鉄
御
堂
筋
線
に
乗
り
換
え
、
難
波
へ
。
難
波
で

う
ま
く
九
時
発
南
海
電
車
こ
う
や
号
の
切
符
入
手
。
乗
り
込

む
と
す
ぐ
発
車
。
一
時
間
半
で
高
野
山
駅
へ
。

接
続
の
、
奥
の
院
行
き
の
バ
ス
に
接
続
。
奥
の
院
に
す
ぐ

参
拝
せ
ず
、
裏
の
高
野
三
山
登
山
口
に
向
か
う
。
奥
の
院
の

雑
踏
の
よ
う
な
人
並
み
に
比
べ
、
登
山
道
は
ま
っ
た
く
清

閑
。
た
だ
、
紅
葉
は
、
今
年
は
さ
っ
ぱ
り
。

急
登
を
登
り
切
り
、
四
十
分
で
摩
尼
山
山
頂
へ
。
見
通
し

は
や
や
悪
い
が
、
大
和
の
山
々
を
垣
間
見
る
。
北
陸
や
北
ア

ル
プ
ス
と
違
う
、
た
お
や
か
な
山
々
。
す
ぐ
引
き
返
し
、
奥

の
院
へ
参
拝
。
多
く
の
参
拝
客
で
ご
っ
た
返
す
。
若
い
方
が

多
い
の
に
び
っ
く
り
。
最
近
の
若
者
は
、
信
心
深
く
な
っ
た

の
か
。

両
側
に
墓
碑
が
並
び
、
ま
る
で
墓
石
コ
ン
テ
ス
ト
の
よ
う

な
石
畳
の
道
を
引
き
返
し
、
再
び
バ
ス
、
電
車
を
乗
り
継

ぎ
、
午
後
四
時
過
ぎ
に
地
下
鉄
日
本
橋
駅
に
到
着
。
上
が
っ

た
と
こ
ろ
が
国
立
文
楽
劇
場
。
午
後
四
時
半
か
ら
の
文
楽
公

演
を
鑑
賞
す
る
。

文
楽
（
人
形
浄
瑠
璃
）
を
観
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の

九
月
、
日
経
新
聞
の
「
私
の
履
歴
書
」
で
文
楽
人
形
遣
い
の

吉
田
蓑
助
氏
の
連
載
を
読
ん
で
か
ら
。
上
方
伝
統
芸
能
「
文

楽
」
を
守
る
た
め
に
血
の
に
じ
む
苦
難
・
努
力
さ
れ
た
吉
田

さ
ん
の
芸
を
是
非
観
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。
文
楽
鑑
賞
は
初

め
て
、
観
る
な
ら
良
い
席
と
思
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
真

っ
先
に
予
約
。
お
蔭
で
人
形
と
太
夫
（
語
り
手
）、
三
味
線

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
好
位
置
、
こ
れ
は
良
か
っ
た
。
文

楽
は
間
近
に
観
る
に
限
る
。

本
日
は
、
十
一
月
公
演
千
秋
楽
。
演
目
は
「
源
平
布
引

滝
」
と
「
曾
根
崎
心
中
」
初
め
て
の
鑑
賞
で
あ
る
が
、
文
楽

の
魅
力
は
演
者
と
観
客
の
一
体
感
。
子
ど
も
の
身
丈
の
人
形

を
三
人
の
男
が
操
る
の
で
あ
る
が
、
熱
中
し
て
く
る
と
そ
の

し
ぐ
さ
、
顔
つ
き
が
生
き
て
い
る
人
間
ご
と
く
、
あ
る
い
は

喜
怒
哀
楽
表
現
が
役
者
以
上
と
な
る
こ
と
を
実
感
。
特
に
世

話
物
の
代
表
格
と
言
わ
れ
る
、
曽
根
崎
心
中
の
お
初
の
表

情
、
し
ぐ
さ
は
秀
逸
、
ま
さ
に
至
芸
で
あ
る
と
思
っ
た
。

と
言
う
わ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
に
四
時
間
の
公
演
が
終

わ
る
。
途
中
に
約
三
十
分
の
幕
間
が
あ
り
お
弁
当
を
食
べ
た

り
、
顧
客
同
志
の
歓
談
の
場
と
な
る
。
和
服
を
着
た
ご
婦

人
、
外
国
人
の
方
も
多
く
、
華
や
い
だ
芝
居
小
屋
の
雰
囲

気
。終

わ
っ
て
す
ぐ
、
地
下
鉄
で
新
大
阪
へ
。
す
で
に
「
雷

鳥
」「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
は
な
く
、
新
幹
線
米
原
経
由

「
し
ら
さ
ぎ
」
で
〇
時
半
金
沢
帰
着
。
一
時
前
に
家
に
着
い

た
。
約
二
十
時
間
の
行
動
で
あ
っ
た
が
、
一
日
関
西
の
自
然

と
芸
能
を
堪
能
し
た
。
ま
こ
と
に
心
地
よ
い
疲
れ
で
あ
っ

た
。あ

あ
、
今
日
か
ら
ま
た
診
療
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

注
射
ば
か
り
か
・
・
・
と
、
た
め
息
を
つ
い
て
床
に
入
っ

た
。

晩
秋
の
休
日

喜
多　

徹
（
野
々
市
町
・
内
科
）

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

野生エミューの親子

ウォンバット出現の警告板

地平線


